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お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
は
世
界
的
な
経

済
危
機
と
相
ま
っ
て
、
い
ま
だ
デ

フ
レ
脱
却
が
で
き
ず
、
急
激
な
円

高
が
進
行
し
て
、
国
内
で
の
産
業

活
動
の
停
滞
に
よ
る
景
気
動
向
や

雇
用
情
勢
に
不
安
を
抱
え
、
経
済

の
先
行
き
は
一
層
不
透
明
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
社
会
の
進
展
、
国
・
地

方
財
政
の
悪
化
な
ど
の
構
造
的
な

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
自
治
体
に

と
っ
て
も
行
財
政
運
営
は
厳
し
い

状
況
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
　
こ
う
し
た
時
代
の
背
景
を
考
察

し
、
今
後

の
本
市
の

ま
ち
づ
く

り
に
大
き

な
影
響
要

因
に
な
ら

な
い
よ
う

に
、
社
会

情
勢
の
変

化

に

的

市
政
執
行
方

市
政
執
行
方
針針

　
私
は
就
任
し
て
７
年
目
を
迎
え
、

地
方
分
権
の
進
展
、
市
民
ニ
ー
ズ

の
高
度
化
・
多
様
化
、
経
済
・
財

政
運
営
の
厳
し
さ
が
増
す
中
、
市

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
、

「
市
民
対
話
」
を
基
本
理
念
と
し
、

市
民
本
位
の
市
政
実
現
を
め
ざ
し

て
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
　
日
の
東
日
本
大
震

１１

災
に
よ
り
、
未
曾
有
の
被
害
が
発

生
し
て
、
一
段
と
深
刻
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
状
況
に
、
改
め
て
被

災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら

確
・
柔
軟
に
対
応
で
き
る
行
政
運

営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
本
格
的
な
地
域
主
権
型

社
会
を
迎
え
、
国
か
ら
地
方
へ

様
々
な
権
限
や
財
源
が
移
譲
さ
れ
、

地
方
自
治
体
の
業
務
は
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
広
域
連

携
を
含
め
、
行
政
需
要
に
的
確
に

対
応
し
た
行
財
政
の
執
行
と
あ
わ

せ
て
、
本
市
自
ら
の
選
択
と
責
任

に
よ
る
、
主
体
的
で
効
率
的
、
効

果
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
主
権
を
担

う
人
材
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
は
市
民
が
主
体
的

に
活
動
し
、
助
け
合
い
支
え
合
う

地
域
社
会
の
形
成
に
む
け
て
、
町

内
会
や
連
合
会
を
中
心
と
す
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
市
民
活

動
団
体
な
ど
の
活
動
を
積
極
的
に

支
援
す
る
と
と
も
に
地
域
と
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
発
揮
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
く
た
め

に
協
働
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
豊
か
な
人
間
性
と
協

調
性
を
育
む
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
市

民
の
創
意

工
夫
を
結

集
さ
せ
て
、

市
民
が
安

心
し
て
暮

ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

を
進
め
て

ま
い
り
ま

す
。

■
基
本
的
な
考
え
方

　
国
の
総
人
口
が
減
少
す
る
時
代

と
な
り
、
地
方
で
は
多
く
の
市
町

村
で
人
口
が
大
き
く
減
少
す
る
中
、

本
市
の
人
口
は
、
農
業
や
観
光
な

ど
広
範
な
地
域
振
興
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
最
小
限
の
減
少
に
止

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
若
者
の
都
市
へ
の
流

出
が
、
子
ど
も
の
減
少
に
つ
な
が

り
、
一
方
で
は
高
齢
者
が
増
加
し
、

人
口
が
変
わ
ら
な
く
と
も
そ
の
構

成
は
大
き
く
変
化
し
、
地
域
活
力

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
市
民
の
福
祉
向
上
は
も
と

地域づくりに市民の英知と創意工夫を結と創意工夫を結集集

市
民
が
主
体
と
な
り
助
け
合
い
支
え
合
う
地
域
社
会
に

鰹問 「市政執行方針」は企画振興課拶39-230４　「教育行政執行方針」は教育委員会拶39-2320　「予算」は財政課拶39-2306
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地域づくりに市民の英知と創意工夫を結地域づくりに市民の英知 集

よ
り
、
５
年
先
、　

年
先
の
将
来

１０

を
展
望
し
な
が
ら
、
新
た
な
地
域

発
展
の
可
能
性
を
見
出
し
、
成
長

さ
せ
て
い
く
地
域
活
性
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
市
政
へ
の
信
条
は
、
市
民

の
声
を
聞
き
市
政
に
反
映
さ
せ
る

市
民
本
位
の
開
か
れ
た
市
政
運
営

で
あ
り
ま
す
。
社
会
が
大
き
く
変

貌
し
て
い
く
中
で
、
全
て
の
ニ
ー

ズ
を
行
政
の
み
で
担
う
こ
と
は
困

難
と
な
り
、「
市
民
対
話
と
情
報
開

示
」
に
よ
り
情
報
を
共
有
す
る
中

か
ら
、
市
民
と
と
も
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
市
民
と
行
政
が
役
割
分

担
し
、
支
え
合
う
自
助
、
共
助
、

公
助
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
う
の
は
「
人
」
で
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、地
域
リ
ー

ダ
ー
な
ど
の
人
材
育
成
と
、
協
働

を
実
践
で
き
る
職
員
の
育
成
を
図

り
、
自
主
性
と
自
立
性
の
あ
る
地

域
主
権
型
社
会
に
対
応
で
き
る
行

政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

■
将
来
を
展
望
す
る
重
点
施
策

①
農
村
観
光
環
境
都
市
の
形
成

　
本
市
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
や

能登市長は、２月２９日（水）に行われた平成２４年第１回市議会定例会で市政執行方針を示しました。

述べられた方針を要約しお知らせします。（全文は、市役所市民ロビー、市ホームページなどでご覧になれます）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
恩
恵
を
受
け

て
、
農
業
な
ど
の
基
幹
産
業
や
市

民
の
営
み
が
育
ま
れ
、
森
林
や
農

地
の
保
全
に
よ
り
観
光
資
源
と
し

て
の
魅
力
的
な
森
林
・
農
村
景
観

が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

富
良
野
の
魅
力
を
支
え
る
農
業
・

観
光
・
環
境
の
つ
な
が
り
を
強
化

し
、
好
循
環
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す

る
農
村
観
光
環
境
都
市
形
成
の
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
　
本
市
の

農

業
は
、

安
全
・
安

心
で
良
質

な
食
料
の

安

定

生

産
・
供
給

を
行
う
地

域
の
基
幹

産
業
と
し

て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、「
持
続
可
能
な
農
業
及
び
農

村
づ
く
り
」
の
達
成
に
向
け
て
、

人
づ
く
り
、
基
盤
づ
く
り
、
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
、
産
地
づ
く
り
を
柱

と
し
て
、
富
良
野
市
農
業
及
び
農

村
基
本
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
で
は
、
農
業
や
環

境
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
通
年

滞
在
型
の
観
光
地
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、四
季
折
々

の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
通
年
の

受
入
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
富
良
野
な
ら
で
は
の
観
光
素

材
の
提
供
に
よ
り
、
滞
在
期
間
を

延
長
す
る
条
件
整
備
を
進
め
、
北

海
道
ス
ノ
―
ト
ラ
ベ
ル
エ
キ
ス
ポ
、

富
良
野
を
ロ
ケ
地
と
し
た
韓
国
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
「
愛
の
雨
」
の
放
映

を
機
会
に
、
国
内
外
の
観
光
客
の

誘
客
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
移
住
促
進
で
は
、
二

地
域
居
住
や
完
全
移
住
な
ど
、
多

様
な
移
住
形
態
に
対
応
し
た
情
報

提
供
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
　
ま
た
、
農
業
や
商
業
な
ど
広
範

な
青
年
の
交
流
を
促
す
た
め
、
地

市政執行方針と予算の概要
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ク
ル
の
推
進
に
向
け
、
ご
み
分
別

の
効
率
化
と
減
量
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ

事
業
に
よ
る
安
全
で
安
心
な
地
元

農
産
品
の
活
用
な
ど
、
農
業
や
商

業
、
消
費
者
が
連
携
し
た
資
源
の

地
域
循
環
に
よ
り
、
市
民
や
観
光

客
へ
の
地
域
資
源
の
Ｐ
Ｒ
を
行
な

い
、「
ふ
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
」
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
富
良
野
に
住
み
続
け
る
た
め
の

基
盤
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
企
業
立

地
促
進
法
に
基
づ
く
富
良
野
・
美

瑛
地
域
基
本
計
画
に
よ
る
産
業
の

集
積
に
向
け
た
情
報
収
集
と
発
信
、

雇
用
促
進
事
業
や
緊
急
雇
用
創
出

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
地
場
産
業

の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

③
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
基
づ
く
第
一
段
階
と

し
て
、
民
間
活
力
に
よ
る
Ｔ
Ｍ
Ｏ

法
人
、
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
が
整
備
し
た
観
光
滞
留
核
施

設
「
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
」
は
市

民
・
観
光
客
を
ま
ち
な
か
回
遊
へ

と
導
き
、
年
間
　
万
人
以
上
の
集

６０

客
で
周
辺
商
店
街
へ
の
賑
わ
い
を

も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
ネ
ー
ブ
ル
タ
ウ
ン
構

想
」
に
つ
い
て
は
、
東
４
条
街
区

地
区
第
１
種
市
街
地
再
開
発
事
業

に
よ
り
、
魅
力
的
で
利
便
性
に
富

む
新
た
な
生
活
拠
点
の
創
出
を
め

ざ
し
、
構
成
す
る
施
設
内
容
の
検

討
が
進
め
ら
れ
、
市
の
公
共
施
設

と
し
て
も
（
仮
称
）
総
合
こ
ど
も

園
の
設
置
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
引
き
続

き
同
再
開
発
事
業
へ
の
支
援
を
行

な
う
と
と
も
に
、
商
工
会
議
所
な

ど
が
実
施
す
る
活
性
化
ソ
フ
ト
事

業
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民

や
観
光
客
の
日
常
的
な
集
い
や
交

流
、
ま
ち
な
か
回
遊
を
誘
発
し
、

中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
の
創
出
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
実
施
し
た
市
民
の

消
費
動
向
調
査
や
富
良
野
商
圏
商

域
課
題
な
ど
の
学
習
や
交
流
、
意

見
交
換
を
行
う
「
青
年
塾
」
を
開

設
し
、
地
域
を
支
え
る
人
材
の
育

成
と
青
年
活
動
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

②
地
域
循
環
型
経
済
の
活
性
化

　
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
と

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
全
国
的
に

も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
地
域
資

源
の
活
用
に
よ
る
活
性
化
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
市
と
民
間
組
織
の
協
議

会
が
協
力
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
事
業
化
モ
デ
ル
と
し
て

麓
郷
の
白
鳥
川
で
小
水
力
に
よ
る

試
験
発
電
に
着
手
し
て
お
り
、
本

年
度
は
、

発
電
し
た

電
力
の
地

域
で
の
活

用
と
環
境

教
育
へ
の

活
用
を
考

え
て
お
り

ま
す
。
ま

た
、
家
庭

や
地
域
な

ど
で
の
環
境
問
題
や
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
大
学
や
研
究
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
研
究
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
水
準
の
ご
み
リ
サ
イ

鰹問 「市政執行方針」は企画振興課拶39-230４　「教育行政執行方針」は教育委員会拶39-2320　「予算」は財政課拶39-2306
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業
動
向
調
査
な
ど
の
分
析
検
討
に

よ
る
購
買
活
動
の
実
態
を
も
と
に
、

中
小
企
業
振
興
条
例
に
基
づ
く
助

成
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、
商
工

会
議
所
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
、

消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
魅
力
あ

る
商
店
街
の
形
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

④
地
域
が
支
え
あ
う
社
会
づ
く
り

　
本
市
に
お
い
て
は
、
市
民
４
人

に
１
人
が
　
歳
以
上
の
高
齢
者
と

６５

な
り
、
出
生
数
が
、
死
亡
数
を
大

き
く
下
回
り
、
人
口
の
減
少
と
少

子
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
昨
年

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
は
じ

め
、
大
き
な
災
害
が
起
こ
る
た
び

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要

性
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
安
心
の
基
本
は
、
健

康
で
自
ら
が
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
送
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
高
齢
者
が
生
き
が

い
や
楽
し
み
を
実
感
で
き
る
地
域

で
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
老
人
ク

ラ
ブ
に
よ
る
生
き
が
い
活
動
、
こ

と
ぶ
き
大
学
な
ど
の
社
会
教
育
活

動
な
ど
、
高
齢
者
が
参
画
で
き
る

多
様
な
機
会
の
創
出
と
活
動
へ
の

支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
児
童
委
員
を

中
心
に
地
域
に
お
け
る
要
支
援
者

の
把
握
に
努
め
、
住
民
助
け
合
い

市政執行方針と予算の概要

マ
ッ
プ
の
活
用
に
よ
り
日
常
生
活

の
見
守
り
活
動
や
支
援
活
動
の
助

長
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
時

の
要
と
な
る
自
主
防
災
活
動
の
組

織
化
・
活
性
化
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
対
策
の
市
民
啓
発
に
努
め
、

地
域
で
支
え
合
う
自
主
防
災
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
推
進
員
と
町
内
会
や
連
合
会

と
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
動
を
拡

充
し
、
特

定
健
康
診

査
等
実
施

計
画
の
最

終
年
度
と

し
て
特
定

健
診
の
受

診
率
向
上

に
努
め
て

ま
い
り
ま

す
。

　
子
ど
も
は
社
会
の
希
望
、
未
来

の
力
で
あ
り
、
子
育
て
は
親
や
家

庭
だ
け
で
担
う
の
で
は
な
く
、
地

域
全
体
、
社
会
全
体
で
支
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
学
社
融
合
推
進
事
業
の
推

進
並
び
に
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地

域
の
教
育
力
を
活
用
し
て
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

市
民
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
、

子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、
市

民
の
行
動
が
輝
く

ま
ち
を
市
民
と
地

域
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方

 教
育
行
政
執
行
方
針針

　
教
育
は
人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
、

個
性
を
尊
重
し
つ
つ
個
人
の
有
す

る
能
力
を
伸
長
し
、
自
立
的
に
生

き
る
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成

や
学
力
の
基
礎
・
基
本
の
確
実
な

定
着
と
応
用
力
・
活
用
力
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
他
人
を
思
い

や
る
心
、
感
動
す
る
心
、
命
を
大

切
に
す
る
心
、
感
謝
の
心
、
正
義

感
や
公
正
を
重
ん
ず
る
心
、
さ
ら

に
は
自
己
実
現
を
め
ざ
し
た
「
生

き
る
力
」
な
ど
を
育
む
こ
と
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。

　
今
日
、
少
子
高
齢
社
会
の
到
来

や
核
家
族
化
、
国
際
化
、
高
度
情

報
化
が
進
展
す
る
中
で
、
地
球
環

境
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど

社
会
情
勢
が
急
激
に
変
化
し
続
け

て
お
り
、
教
育
を
取
り
巻
く
環
境

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
地
域
の
教
育
力

を
高
め
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
う

た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
意

欲
や
規
範
意
識
、
道
徳
心
、
そ
し

て
体
力
の
向
上
な
ど
喫
緊
に
対
応

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
新
し

い
時
代
を
切
り
拓
き
積
極
果
敢
に

築
き
上
げ
て
い
く
気
概
を
持
っ
た

人
材
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、『
第
５
次
富
良

野
市
総
合
計
画
』
を
基
本
と
し
、

教
育
の
原
点
で
あ
る
知
育
・
徳
育
・

体
育
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒

の
着
実
な
育
成
を
基
本
に
据
え
、

「
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」
を
合
言
葉
に
、
そ
れ
を
支
え

る
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
相
互

に
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
無
限
の
可
能
性
を
伸
ば
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さ
ら
に
、
教
育
行
政
及
び
学
校

教
育
の
現
状
と
課
題
を
検
証
・
評

価
し
、
今
後
の
改
善
と
展
望
を
提

示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
第
三

者
評
価
委
員
に
よ
る
教
育
行
政
評

価
と
学
校
評
価
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
学
校
教
育

　
学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

『
富
良
野
市
学
校
教
育
中
期
計
画
』

に
基
づ
き
、「
自
立
と
共
生
の
未
来

を
拓
く
　
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

人
を
育
む
」
こ
と
を
基
本
理
念
に

掲
げ
、
全
て
の
児
童
生
徒
が
学
力

の
基
礎
・
基
本
と
な
る
「
読
み
・

書
き
・
計
算
」
を
し
っ
か
り
と
身

に
つ
け
、
学
習
意
欲
を
高
め
、
主

体
的
な
学
習
態
度
を
養
い
、
個
性

を
活
か
す
教
育
を
充
実
さ
せ
、
確

か
な
学
力
・
人
間
性
豊
か
な
心
を

育
む
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
（
以
下
抜
粋
）

●
学
力
の
向
上

　
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

の
結
果
を
把
握
・
分
析
、
学
校
改

善
プ
ラ
ン
を
策
定
し
学
習
指
導
方

法
の
工
夫
改
善
。

●
体
力
の
向
上

　
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動

習
慣
等
調
査
」
の
結
果
か
ら
指
導

な
ど
の
改
善
。

●
幼
児
教
育

　
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
、

預
か
り
保
育
奨
励
補
助
、
障
が
い

児
教
育
補
助
に
よ
り
、
就
園
機
会

の
拡
充
と
保
護
者
負
担
の
軽
減
。

●
心
の
教
育

　
教
育
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
心
の

問
題
を
ケ
ア
で
き
る
体
制
づ
く
り
。

●
学
校
の
生
活
指
導

　
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
問
題

行
動
や
児
童
虐
待
な
ど
の
未
然
防

止
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
。

●
危
機
管
理

　
富
良
野
警
察
署
、
富
良
野
消
防

署
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

団
体
・
組
織
な
ど
と
の
連
携
。

●
特
別
支
援
教
育

　
本
年
度
は
、
特
別
支
援
教
室
　４２

学
級
を
設
置
。
習
熟
度
別
指
導
教

員
な
ど
を
継
続
配
置
。

●
環
境
教
育

　
扇
山
小
学
校
と
鳥
沼
小
学
校
を
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
環
境
教

育
実
践
校
と
し
て
位
置
づ
け
。

●
食
育
教
育

　
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
食
育

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
社
会
と
連
携
し

た
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・

家
族
そ
ろ
っ
て
晩
ご
は
ん
」
運
動

を
展
開
。

●
国
際
理
解
教
育

　
日
常
会
話
や
外
国
の
文
化
、
生

活
、
習
慣
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
外

国
語
指
導
助
手
４
人
を
小
・
中
学

校
に
派
遣
。

●
健
康
教
育

　
関
係
機
関
と
連
携
し
計
画
的
な

性
教
育
、
薬
物
乱
用
防
止
教
育
の

推
進
。

●
高
等
学
校
教
育

　
「
富
良
野
市
中
高
学
校
経
営
連

絡
協
議
会
」
を
継
続
し
、
市
内
中

学
校
と
の
相
互
の
授
業
参
観
交
流

と
授
業
の
指
導
工
夫
改
善
。

■
社
会
教
育

　
社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
多
様
化
、
高
度
化
す
る
学

習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

心
身
と
も
に
健
康
で
充
実
し
た
生

活
を
営
む
た
め
に
、「
第
６
次
社
会

教
育
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
、
生

涯
各
期
に
お
け
る
自
主
的
な
学
習

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

そ
の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と

の
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
を
め
ざ

し
て
学
習
機
会
の
提
供
や
学
習
支

す
学
校
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
学
校
と
地
域
と
の
連
携
・

協
力
体
制
を
よ
り
一
層
構
築
し
、

地
域
全
体
で
学
校
を
支
え
子
ど
も

た
ち
を
健
や
か
に
育
む
こ
と
を
め

ざ
す
た
め
に
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
中
心
に
積
極

的
な
学
校
支
援
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心

身
と
も
に
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
生
涯
に
わ

た
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
場
所

に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
学
ん
だ
成
果
を
適
切
に
生
か

す
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
生

涯
学
習
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
、

活
力
と
潤

い
の
あ
る

地
域
社
会

を
創
造
す

る
た
め
の

社
会
教
育

の
推
進
及

び
芸
術
・

文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
の

充
実
並
び

に
地
域
の
活
性
化
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
公
民
館
・
図
書
館
・
博

物
館
な
ど
の
教
育
活
動
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
を
担
う

人
材
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

鰹問 「市政執行方針」は企画振興課拶39-230４　「教育行政執行方針」は教育委員会拶39-2320　「予算」は財政課拶39-2306
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次代を担う子どもたちをみんなで育むまちづく次代を担う子どもたちをみんなで育むまちづくりり

心豊かでたくましい子ども心豊かでたくましい子どもたた

ちを育む教育の推ちを育む教育の推進進

●●特別支援教育など児童生徒1人ひと特別支援教育など児童生徒1人ひとりり

に配慮できる教育環境の充実を図りますに配慮できる教育環境の充実を図ります。。

●東中学校校舎耐震補強・大規模改造●東中学校校舎耐震補強・大規模改造及及

び屋内運動場改築を行いますび屋内運動場改築を行います。。

援
、
団
体
育
成
な
ど
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
（
以
下
抜
粋
）

●
家
庭
教
育

　
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ

た
「
家
庭
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
引
き
続
き
作
成
、
配
布
。

●
少
年
教
育

　
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地

域
の
教
育
力
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
全
体
で
学
校
を
支
援
。

●
青
年
教
育

　
青
年
活
動
の
活
性
化
、
青
年
同

士
の
出
会
い
と
交
流
の
場
と
し
て

の
「
青
年
塾
」
を
開
設
。

●
成
人
教
育

　
市
民
の
学
習
活
動
に
対
す
る
支

援
や
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
。

●
高
齢
者
教
育

　
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
を
引
き
続
き

開
設
。

●
芸
術
文
化
の
振
興

　
自
主
的
な
文
化
活
動
を
支
援
。

富
良
野
演
劇
工
場
を
核
と
し
た
演

劇
文
化
の
発
信
及
び
発
展
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ら
の
体
育
協
会

を
中
心
と
し
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の

競
技
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
指
導

者
養
成
や
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
・

派
遣
・
強
化
。

●
図
書
館

　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
の
継
続
実

施
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

と
連
携
に
よ
る
読
書
環
境
の
一
層

の
向
上
。

平成24年度の市政執行方針で述べた主な施平成24年度の市政執行方針で述べた主な施策策
第５次富良野市総合計画に掲げる将来像の実現に向け、平成24年度の主要な施策について、基本目標第５次富良野市総合計画に掲げる将来像の実現に向け、平成24年度の主要な施策について、基本目標にに

沿ってその概要をお知らせします沿ってその概要をお知らせします。。

安心して子育てができる環安心して子育てができる環境境

づくづくりり

●●保健指導・健康診査保健指導・健康診査、、予防接種・医療予防接種・医療

費などの助成、及び小児科医師確保の費などの助成、及び小児科医師確保のたた

めの地域センター病院支援を継続実施めの地域センター病院支援を継続実施しし

ますます。。

●●緑町児童センター建設、（仮称）総合緑町児童センター建設、（仮称）総合ここ

ども園の計ども園の計画画などを進めますなどを進めます。。 みんなで子どもたちを育むみんなで子どもたちを育む地地

域づく域づくりり

●●家庭の教育力を高めるため家庭の教育力を高めるため、、家庭教育家庭教育

セミナーを開催しますセミナーを開催します。。

●学校支援ボランティアなどの協力に●学校支援ボランティアなどの協力によよ

り、地域での学校支援を推進しますり、地域での学校支援を推進します。。

●まちづくりの提案などを行う「子ど●まちづくりの提案などを行う「子どもも

未来づくりフォーラム」を開催します未来づくりフォーラム」を開催します。。

市政執行方針と予算の概要

【基本目標１】
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やさしさと生きがいが実感できるまちづくやさしさと生きがいが実感できるまちづくりり

人と自然が共生する環境にやさしいまちづく人と自然が共生する環境にやさしいまちづくりり

豊かな心身を育む社会教育活豊かな心身を育む社会教育活動動

の環境づくの環境づくりり

●●「青年塾」の開設などで「青年塾」の開設などで、、地域の中核を担地域の中核を担

う青年活動の活性化を図りますう青年活動の活性化を図ります。。

●乳幼児期からの家庭での読書活動の動●乳幼児期からの家庭での読書活動の動機機

づけとして、７カ月検診時の「ブックスタづけとして、７カ月検診時の「ブックスターー

ト」を継続しますト」を継続します。。

安全で安心できる快適な生活安全で安心できる快適な生活環環

境づく境づくりり

●●自主防災活動の活性化、災害時要援護者自主防災活動の活性化、災害時要援護者支支

援対策、避難判断マニュアルの市民啓発に援対策、避難判断マニュアルの市民啓発に努努

め、市民の防災意識の高揚を図りますめ、市民の防災意識の高揚を図ります。。

●住宅の耐震改修に向けた支援と、公共建●住宅の耐震改修に向けた支援と、公共建築築

ともに支えあい生きいきと暮らともに支えあい生きいきと暮らせせ

る地域づくる地域づくりり

●●住民助け合いマップの更新により要援住民助け合いマップの更新により要援護護

者の把握に努め、民生委員児童委員を中心者の把握に努め、民生委員児童委員を中心にに

見守り、支え合う地域づくりを推進します見守り、支え合う地域づくりを推進します。。

●平成25年度からの新たな富良野市障が●平成25年度からの新たな富良野市障がいい

者計画を策定します者計画を策定します。。

誰もが健康で安心のできる誰もが健康で安心のできる地地

域づく域づくりり

●●生活習慣病予防のため、特定健診の生活習慣病予防のため、特定健診の受受

診拡大と特定保健指導を実施します診拡大と特定保健指導を実施します。。

●一人暮らし高齢者などが安心して●一人暮らし高齢者などが安心して生生

活できるよう、緊急時医療情報カード活できるよう、緊急時医療情報カード交交

付事業など付事業などをを実施し実施します。ます。

自然環境を生かして住みよさを高自然環境を生かして住みよさを高めめ

るまちづくるまちづくりり

●●景観法に基づく景観行政団体、景観計画の必要景観法に基づく景観行政団体、景観計画の必要性性

について検討を始めますについて検討を始めます。。

●公営住宅では、山部ユーフレ団地の建設、北麻●公営住宅では、山部ユーフレ団地の建設、北麻町町

団地建て替えに向けた実施設計などを行います団地建て替えに向けた実施設計などを行います。。

●新たに「富良野市住生活基本計画」を策定します●新たに「富良野市住生活基本計画」を策定します。。

鰹問 「市政執行方針」は企画振興課拶39-230４　「教育行政執行方針」は教育委員会拶39-2320　「予算」は財政課拶39-2306

【基本目標２】

【基本目標３】

物の耐震化を継続して実施します物の耐震化を継続して実施します。。

●住宅用火災警報器設置調査を継続し、防●住宅用火災警報器設置調査を継続し、防火火

意識の高揚を図ります意識の高揚を図ります。。

●生ごみの効率的な排出のため、新たにミ●生ごみの効率的な排出のため、新たにミニニ

生ごみ袋導入します生ごみ袋導入します。。

●新エネルギー利用研究を推進し、ペレッ●新エネルギー利用研究を推進し、ペレットト

ストーブ購入助成を引き続き実施しますストーブ購入助成を引き続き実施します。。
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地域の魅力ある産業を活かしたまちづく地域の魅力ある産業を活かしたまちづくりり

市民と地域、行政が協働して築くまちづく市民と地域、行政が協働して築くまちづくりり

多様な業種が連携して農村の魅多様な業種が連携して農村の魅力力

を伝える観光のまちづくを伝える観光のまちづくりり

●●国内外へ誘客に向けたプロモーションを行国内外へ誘客に向けたプロモーションを行うう

とともに、受け地としての環境整備を進めますとともに、受け地としての環境整備を進めます。。

●●「見て、歩いて、買い物をして楽しい」ぶど「見て、歩いて、買い物をして楽しい」ぶどうう

ケ丘公園エリアづくりを進めますケ丘公園エリアづくりを進めます。。

●北の峰エリアの活性化に向け、「北の峰地域●北の峰エリアの活性化に向け、「北の峰地域観観

光振興計画」を策定します光振興計画」を策定します。。

市民が連携し、みんなで支えあう地市民が連携し、みんなで支えあう地域域

づくづくりり

●●コミュニティ活動推進員と町内会、連合会とコミュニティ活動推進員と町内会、連合会とのの

連携を強化し、地域で支えあい安心して生活で連携を強化し、地域で支えあい安心して生活できき

る地域社会の構築を図りまする地域社会の構築を図ります。。

●引き続き、地域住民が主体となった地域づく●引き続き、地域住民が主体となった地域づくりり

活動を支援し、地域の活性化を図ります活動を支援し、地域の活性化を図ります。。

●友好都市締結３５周年にあたりシュラートミン●友好都市締結３５周年にあたりシュラートミンクク

市へ市民訪問団を派遣します市へ市民訪問団を派遣します。。

商工業の振興とまちなかに賑わ商工業の振興とまちなかに賑わいい

のあるまちづくりのあるまちづくり 

●●緊急雇用創出事業による就業機会の創出、地緊急雇用創出事業による就業機会の創出、地元元

求職者やＵＩターンされる方々と地元企業と求職者やＵＩターンされる方々と地元企業とのの

マッチング面談会に取り組みますマッチング面談会に取り組みます。。

●企業立地の推進に向け、地域資源関連産業な●企業立地の推進に向け、地域資源関連産業などど

の集積のための取り組みを進めますの集積のための取り組みを進めます。。

持続可能な農業及び持続可能な農業及び農農

村づくり村づくり 

●●「「富良野市農業及び農村基本富良野市農業及び農村基本計計

画」の実現に向け、人づくり、画」の実現に向け、人づくり、基基

盤づくり、システムづくり、産盤づくり、システムづくり、産地地

づくりの４つの柱を推進しますづくりの４つの柱を推進します。。

市政執行方針と予算の概要

【基本目標４】

【基本目標５】

市民の信頼に支えられた行政市民の信頼に支えられた行政運運

営の推営の推進進

●●市民参加の助長とあわせ、協働によるま市民参加の助長とあわせ、協働によるまちち

づくりのルール化に向けた検討を進めますづくりのルール化に向けた検討を進めます。。

●「市民と協働する職員」の育成に向け職●「市民と協働する職員」の育成に向け職員員

研修の充実を図ります研修の充実を図ります。。

●適正な受益者負担の定期的な見直しと●適正な受益者負担の定期的な見直しとしし

て、使用料・手数料の見直しを行いますて、使用料・手数料の見直しを行います。。

●土地に関するあらゆる行為の基礎とな●土地に関するあらゆる行為の基礎となるる

地籍簿や地籍図整備を目的とし、本年度か地籍簿や地籍図整備を目的とし、本年度からら

地籍調査の事業着手をします地籍調査の事業着手をします。。
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前年度比金　　額

7.0％32億4,150万円国 民 健 康 保 険

5.0％16億6,160万円介 護 保 険

14.3％2億9,020万円後期高齢者医療

15.6％2,600万円公設地方卸売市場事業

5.7％8億6,100万円公共下水道事業

4.1％1億2,420万円簡 易 水 道 事 業

6.6％62億0,450万円計

前年度比金　　額

2.8％5億8,850万円水 道 事 業

▲5.6％6億7,670万円ワ イ ン 事 業

▲1.8％12億6,520万円計

平成24年度 予算の概予算の概要要

鰹問 「市政執行方針」は企画振興課拶39-230４　「教育行政執行方針」は教育委員会拶39-2320　「予算」は財政課拶39-2306

平成24年度

　富良野市一般会計
（前年度比 1.7％増）

115億2,000万円115億2,000万円

特別会計 企業会計

一般会計・特別会計・企業会計　予算総額

189億8,970万円（前年度比 3.0％増）

地方交付地方交付税税
4488億億8,808,8000万円万円

市市税税
2244億億1,301,3000万円万円

国庫支出国庫支出金金
1155億億202000万円万円

市市債債
77億億8,708,7000万円万円
道支出道支出金金
77億億101000万円万円

そのその他他
55億億4,204,2000万円万円

地方譲与地方譲与税税
22億億3,403,4000万円万円

分担金・負担分担金・負担金金
11億億5,205,2000万円万円

使用料・手数使用料・手数料料
11億億6,506,5000万円万円

諸収諸収入入
11億億3,603,6000万円万円そのその他他

8,308,3000万円万円

商工商工費費
33億億9,709,7000万円万円

農林業農林業費費
66億億6,706,7000万円万円

議会議会費費
11億億9,809,8000万円万円

民生民生費費
3377億億707000万円万円

総務総務費費
1199億億7,007,0000万円万円

土木土木費費
1133億億8,508,5000万円万円

公債公債費費
1122億億1,201,2000万円万円

教育教育費費
99億億8,408,4000万円万円

衛生衛生費費
99億億1,701,7000万円万円

緑町児童センター
移転などで
　＋1億7,400万円

公営住宅建設、山
部川橋架換などで
　＋1億5,400万円

市債の元金や利子
の減少などで
　▲7,700万円

個人市民税の増加
などで
　＋3,900万円

土地改良事業負土地改良事業負担担
金の減少など金の減少などでで
▲5,50　▲5,5000万円万円

火葬場使用料の火葬場使用料の値値
上げなど上げなどでで
＋40　＋4000万円万円

歳 出 歳 入
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　平成24年度の一般会計、特別会計及び公営企業会

計の予算総額は189億8,970万円で、前年度当初予算

対比5億4,820万円（3.0％）の増額となりました。

葛一般会計

　総額115億2,000万円で、前年度対比1億9,000万

円（1.7％）の増額。第５次富良野市総合計画の２

年目として、前年度からの継続事業をはじめ、緑町

児童センター整備、公営住宅建設、農業振興、中小

企業振興、雇用対策、教育など、各分野において新

たに取り組む事業予算を計上しています。

〈歳出〉

　人件費や公債費が減少（人件費1,900万円減・▲

0.8％、公債費7,700万円減・▲6.0％）する一方、

「緑町児童センター整備事業（事業費1億2,300万

円）」、「公営住宅建設事業（事業費1億7,400万円）」、

「山部川橋架換事業（事業費1億1,700万円）」などの

投資的経費や、「自立支援給付金（3,200万円増・＋

6.7％）」、「生活保護費（1,100万円増・＋2.1％）」な

どの扶助費の伸びもあり、前年度対比1億9,000万円

の増額となりました。

〈歳入〉

　固定資産税が評価替えによる土地・家屋の減収が

見込まれる一方、個人市民税はおおむね平成23年度

（決算見込）水準での収入、本年度からの年少扶養

控除廃止による増額とあわせ前年度当初対比8,800

万円増額（＋10.9％）、たばこ税もおおむね平成23

年度（決算見込）水準での収入、滞納繰越分を含む

市税収入全体では前年度対比3,900万円の増額（＋

1.6％）を見込んでいます。

　地方交付税は、算定に係る基礎数値や単位費用な

どの変動、交付税措置される公債費などを勘案し

6,700万円の減額（▲1.4％）、地方交付税の振替分

である臨時財政対策債（※１）を加えた実質の地方

交付税では、前年度対比5,700万円の減額（▲1.1％）

を見込んでいます。

葛特別会計

　国民健康保険特別会計が療養給付費の増額に伴

い、前年度対比2億1,100万円の増額（＋7.0％）、介

護保険特別会計は介護給付費の増額などにより

8,000万円の増額（＋5.0％）、公共下水道事業特別

会計は汚水管布設工事費の増額や、地方債の「公的

資金の補償金免除による繰上償還（※２）」を前年

度に引き続き実施することなどに伴い、4,600万円

の増額（＋5.7％）となったことなどから、６つの

特別会計の総額では、前年度対比3億8,200万円の増

額（＋6.6％）となっています。

葛企業会計

　水道事業会計は、企業債償還利子や減価償却費な

どの収益的支出が減額になる一方、施設整備費や企

業債の元金償還金などの資本的支出の増額により、

会計全体では前年度対比1,600万円の増額（2.8％）。

　ワイン事業会計は、収益的支出で果汁の販売製造

数量減に伴う製品生産費及び減価償却費の減額、資

本的支出で製品製造費の減額などにより、会計全体

では前年度対比4,000万円の減額（▲5.6％）となり

ました。

　企業会計総額では、前年度対比2,400万円の減額

（▲1.8％）となっています。

　本市では、今後も健全な財政を維持していくため、

「身の丈にあった予算」を基本に、歳入に見合った

歳出予算の確立と簡素で効率的な財政運営に努め

てまいります。

平成24年度 予算の概平成24年度　 要

（※１） 臨時財政対策債

　国の地方交付税として交付するべき財源が不

足した場合に、地方交付税の交付額を減らして、

その穴埋めとして、地方公共団体が臨時財政対

策債を発行します。償還に要する費用は後年度

の地方交付税で措置されるため、実質的には地

方交付税の代替財源と見ることができます。

（※２）公的資金の補償金免除による繰上償還

　公債費負担の軽減対策として、一定条件の地

方公共団体を対象に、平成22年度から24年度ま

での３年間に限り、高利率（年５％以上）の公

的資金（財政融資、旧簡易保険、旧公営企業金

融公庫資金）の繰上償還を行う場合、運用益相

当分として通常貸出機関に支払うこととなって

いる補償金が免除されるものです。

市政執行方針と予算の概要
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富
良
野
勢
全
員
が
入
賞

　
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大

会
（
ア
ル
ペ
ン
競
技
）
が
３
月
９

日
か
ら
　
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

１１

て
富
良
野
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、

全
国
　
都
道
府
県
１
２
２
校
か
ら

３３

男
子
１
５
４
人
、
女
子
１
１
８
人

が
出
場
。
強
豪
が
ひ
し
め
く
中
で

富
良
野
勢
が
見
事
な
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
一
日
目
の
ス
ー
パ
ー
大

回
転
で
は
、
武
田
一
将
さ
ん
（
富

良
野
高
２
年
）
の
　
位
入
賞
が
最

１０

高
で
し
た
が
、
二
日
目
の
男
子
大

回
転
で
は
、
武
田
さ
ん
が
会
心
の

滑
り
を
2
本
揃
え
初
優
勝
。
３
日

目
の
男
子
回
転
で
は
、
佐
藤
優
さ

ん
（
富
良
野
緑
峰
高
２
年
）
が
得

意
の
種
目
で
見
事
初
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
こ
の
回
転
競
技
で
は
、

武
田
さ
ん
が
５
位
、
高
橋
勇
次
さ

ん
（
南
富
良
野
高
１
年
）
が
７
位
、

今
野
有
哉
さ
ん
（
富
良
野
緑
峰
高

１
年
）
が
９
位
と
富
良
野
勢
が
上

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
出
場
し
た
４
人
全
員
が

「
ふ
ら
の
ア
ル
ペ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
」
に

所
属
し
て
お
り
、
コ
ー
チ
を
務
め

る
富
良
野
緑
峰
高
校
ス
キ
ー
部
監

督
の
山
﨑
徹
さ
ん
は
、「
武
田
く
ん

は
『
力
強
い
滑
り
』、
佐
藤
く
ん
は

『
上
手
な
滑
り
』。
そ
れ
ぞ
れ
滑
り

大
回
転
優
勝

総
合
３
位

　
２
日
目
の
大
回
転
競
技
で
見

事
優
勝
し
、
総
合
で
も
３
位
と

な
っ
た
武
田
一
将
さ
ん
。
大
回

転
競
技
の
２
本
目
を
滑
り
終
え
、

タ
イ
ム
を
見
た
瞬
間
に
雄
た
け

び
を
あ
げ
、
喜
び
を
爆
発
さ
せ

ま
し
た
。

　「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
国
体
で

思
う
よ
う
な
結
果
が
出
せ
ず
、

地
元
で
は
な
ん
と
し
て
も
結
果

を
出
し
た
か
っ
た
。
開
会
式
で

市
長
が
言
っ
た
『
他
県
に
負
け

る
な
』
の
言
葉
が
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
回
転
で
富
良
野
の
仲

間
全
員
が
入
賞
し
た
こ
と
が
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
。

目
標
は
ジ
ュ
ニ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
に
選
ば
れ
る
こ
と
で
す
」

市
長
の
言
葉
が
励
み
に

地
元
で
結
果
出
せ
て
う
れ
し
い

富良野高等学校２年

武田  一  将 さん（１７歳）
かず まさ

小３から「ふらのアルペンジュニア」に所
属。５人兄弟の末っ子で、４人の姉は全て
全国大会で優勝しているスキー一家に育つ。
趣味はアクション映画の鑑賞

磋琢磨
悲願の優勝

さんお疲れ様でし
た
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の
ス
タ
イ
ル
が
違
い
ま
す
が
持
ち

味
を
活
か
し
て
よ
く
や
っ
た
と
思

い
ま
す
。
回
転
で
は
全
員
が
入
賞

で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
喜
び

を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　
本
大
会
が
富
良
野
ス
キ
ー
場
で

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
８

シ
ー
ズ
ン
目
。
毎
シ
ー
ズ
ン
と
も

自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
を
は
じ

め
、
多
く
の
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
業
務
は
、
コ
ー
ス
整
備
や

旗
門
チ
ェ
ッ
ク
、
ス
タ
ー
ト
ゴ
ー

ル
、
計
時
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
選
手

の
も
て
な
し
な
ど
多
岐
に
渡
り
、

関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

が
な
け
れ
ば
到
底
で
き
ま
せ
ん
。

今
年
も
寒
い
中
、
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。

回
転
優
勝

総
合
４
位

　
３
日
目
の
回
転
競
技
で
見
事

優
勝
し
、
総
合
で
も
４
位
と

な
っ
た
佐
藤
優
さ
ん
。
初
優
勝

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て

も
、
レ
ー
ス
や
シ
ー
ズ
ン
を
振

り
返
り
、
冷
静
に
答
え
る
様
子

が
印
象
的
で
し
た
。

　「
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
体
調
管
理

や
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

取
り
組
み
、
レ
ー
ス
に
集
中
で

き
て
い
ま
す
。
練
習
も
多
く

や
っ
て
き
た
し
、
か
み
合
え
ば

勝
て
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

荒
井
章
吾
く
ん
や
武
田
一
将
く

ん
な
ど
同
世
代
の
活
躍
も
刺
激

に
な
り
ま
し
た
。
目
標
は
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
で
す
」

同
世
代
の
活
躍
が
刺
激
に

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
も

富良野緑峰高等学校２年

佐藤  優 さん（１７歳）
ゆう

小１から「ふらのアルペンジュニア」に
所属。得意種目は回転競技。スキーは一
生続けていきたいと話す。趣味はサッ
カーなど体を動かすこと

互いに切磋
悲

回転競技では富良野勢４人全員が入賞。左から武田
一将さん（富高２年）、佐藤優さん（緑峰２年）、高
橋勇次さん（南富高１年）、今野有哉さん（緑峰１年）

運営スタッフのみ
なさ
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交
流
の
成
果
を
活
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
活
躍
を
！

　
市
で
は
、
国
際
親
善
交
流
を
行
う
個

人
や
団
体
に
対
し
て
、
毎
年
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
金
に
よ
る
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、

平
成
　
年
度
中
に
国
際
交
流
事
業
に

２３

参
加
し
て
き
た
四
釜
瞭
太
さ
ん
（
富
良

野
高
校
２
年
）、
田
中
怜
恵
子
さ
ん
（
同

２
年
）、
山
川
良
典
さ
ん
（
農
業
）
の

３
人
が
、
３
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
国

際
交
流
審
査
委
員
会
（
国
際
交
流
事
業

の
補
助
金
交
付
に
つ
い
て
審
査
を
す

る
機
関
）
の
報
告
会
で
事
業
の
参
加
報

―
 国
際
交
流
事
業
参
加
者
報
告
会
（
国
際
交
流
審
査
委
員
会
）
―

告
を
し
ま
し
た
。
報
告
会
に
は
能
登
市

長
も
出
席
し
「
研
修
の
成
果
を
活
か
し

て
、
今
後
も
富
良
野
市
の
た
め
に
大
い

に
活
躍
を
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

■
２
０
１
１
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
ラ
グ
ビ
ー
キ
ャ
ン
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

　
富
良
野
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
四
釜

さ
ん
と
田
中
さ
ん
は
、
夏
休
み
期
間
の

１
週
間
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
滞
在

し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
基
点
に
ラ
グ

ビ
ー
を
通
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

す
る
「
日
本
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
セ
ン

タ
ー
」
企
画
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ラ
グ
ビ
ー
を
国
技
と
す
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、
「
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク

ス
」
と
い
う
愛
称
で
知
ら
れ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
チ
ー
ム
に
所
属
し

て
い
た
元
代
表
選
手
に
直
接
指
導
し

て
も
ら
う
な
ど
、
大
変
充
実
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ラ
グ
ビ
ー
部
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
る
四
釜
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
支
え

て
く
れ
た
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
花
園
め
ざ
し
て

が
ん
ば
り
た
い
で
す
」、
ラ
グ
ビ
ー
部

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
田
中
さ
ん
は
「
将
来

は
ラ
グ
ビ
ー
の
指
導
者
に
な
り
た
い

の
で
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
女
子
ラ
グ
ビ
ー
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」と
、

そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
２
年
前
に
、
市
の
補
助
金
を
利
用
し

て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
き

た
、
富
良
野
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
顧
問
の

坂
口
先
生
は
、
今
回
の
報
告
会
に
同
席

し
、
「
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
の
本
質
を
伝
え
、
仲
間
と

協
力
し
て
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る
こ
と
の

魅
力
を
的
確
に
指
導
し
、
ラ
グ
ビ
ー
を

普
及
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ

て
い
ま
し
た
」
な
ど
と
振
り
返
り
、
今

回
参
加
し
た
２
人
の
生
徒
も
良
い
刺

四釜さん 田中さん 山川さん



1155 FuranFuranoo
2012.2012.44

激
を
受
け
て
い
る
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
席
し
た
能
登
市
長
や
５
人
の
委

員
か
ら
は
、
富
良
野
高
校
の
「
花
園
」

へ
の
期
待
と
、
２
０
１
６
年
夏
季
五
輪

で
正
式
採
用
が
決
ま
っ
て
い
る
女
子

ラ
グ
ビ
ー
へ
の
関
わ
り
を
期
待
す
る

声
が
多
く
上
が
り
ま
し
た
。

■
米
国
派
遣
短
期
農
業
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

　
新
規
就
農
を
め
ざ
し
て
昨
年
の
３

月
に
富
良
野
市
へ
移
住
し
、
市
内
の
農

家
で
研
修
を
積
ん
で
い
る
山
川
さ
ん

は
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
青
年
海
外
派

遣
セ
ン
タ
ー
」
が
企
画
す
る
米
国
派
遣

農
業
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
２

カ
月
間
の
農
業
研
修
の
中
で
、
米
国
の

農
業
を
肌
で
体
験
、
国
際
的
視
野
を
培

い
、
帰
国
後
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
青

年
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
報
告
会
で
山
川
さ
ん
は
「
研
修
を
と

お
し
て
、
土
づ
く
り
を
始
め
と
し
た
日

本
の
農
業
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
自
信
に
つ

な
が
り
ま
し
た
」
と
話
し
、
新
規
就
農

へ
向
け
た
着
実
な
歩
み
を
感
じ
さ
せ

ま
し
た
。

　
後
継
者
不
足
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
農
業
界
で
、
新
規
就
農
を
め
ざ
す
山

川
さ
ん
に
、
能
登
市
長
は
大
変
大
き
な

期
待
を
寄
せ
、
委
員
か
ら
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
大
変
力
強
い

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
少
し
安

心
し
ま
し
た
」と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

■
あ
な
た
の
国
際
交
流
活
動

を
支
援
し
ま
す

　
国
外
研
修
・
調
査
、
友
好
都
市
（
シ
ュ

ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
）
と
の
交
流
な
ど
を

対
象
に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。
「
地

域
に
根
ざ
し
た
国
際
交
流
を
積
極
的

に
推
進
す
る
意
志
が
あ
り
、
か
つ
向
学

心
に
富
む
者
」
な
ど
の
要
件
も
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
相
談
く
だ
さ
い
。

鰹問 
企
画
振
興
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
４

富
良
野
市
の
放
射
能
対
策

【
意
見
】

　
富
良
野
市
の
放
射
能
対
策
へ
の
取
り

組
み
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
設
置
予
定
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
？
（
新
光
町
 女
性
）

【
回
答
】

　
市
で
は
、
北
海
道
で
行
っ
て
い
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
参
考
と
し
て
お
り
、
独

自
に
測
定
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
北
海
道
で
は
　
振
興
局
ご
と
に
、
毎

１３

週
２
回
、
空
間
放
射
能
線
量
率
の
測
定

を
行
い
公
表
し
て
い
ま
す
。

鰹問 
総
務
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
０

給
食
の
安
全
性
は
？

【
意
見
】

　
子
ど
も
た
ち
の
給
食
の
食
材
の

チ
ェ
ッ
ク
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
の
で
す
か
？
（
新
光
町
 女
性
）

【
回
答
】

　
現
在
、
市
場
な
ど
に
流
通
し
て
い
る

農
産
物
な
ど
の
食
材
は
、
出
荷
す
る
段

階
で
放
射
能
検
査
が
行
わ
れ
、
安
全
性

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊市民の声＊
随時受け付けています

　市に対する意見や提言を、郵送、ＦＡＸ、Ｅ

メール、意見箱（市役所ロビー、文化会館ロビー、

保健センター１階窓口、山部・東山支所設置）で

受け付けていますので、みなさんの意見をお気

軽にお寄せください。

提出先　企画振興課広聴広報係（弥生町１番１号）

拶３９‐２３０４　思２３‐２１２１
死kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp

　
ま
た
、
道
内
外
の
自
治
体
が
実
施
す

る
検
査
結
果
な
ど
の
情
報
を
収
集
・
活

用
し
、
食
材
納
入
業
者
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
連
携
を
と
り
、
安
全
な
食
材
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
毎
日
食
べ
る
給
食
で
す

の
で
、
今
後
と
も
安
全
・
安
心
な
学
校

給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

鰹問 
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

拶
２
３
‐
１
３
１
１

市
民

声声
の
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平
成
　
年
度
予
算
総
額
は
　
億
６
９
３
４
万
円

２４

２２

　
平
成
　
年
富
良
野
広
域
連
合
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、

２４

２
月
　
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２３

　
本
定
例
会
で
は
、
広
域
連
合
の
行
政
執
行
方
針
が
広
域

連
合
長
か
ら
示
さ
れ
、
平
成
　
年
度
予
算
の
ほ
か
、
条
例

２４

の
一
部
改
正
や
規
約
変
更
な
ど
議
案
４
件
が
提
案
さ
れ
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
務
産
業
委
員
会
か
ら
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て
、

「
消
防
施
設
整
備
（
デ
ジ
タ
ル
化
と
高
機
能
指
令
セ
ン

タ
ー
）
に
つ
い
て
」
の
中
間
報
告
を
受
け
、
継
続
調
査
を

決
定
し
閉
会
し
ま
し
た
。

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例
の
概
要

富
良
野
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例

　
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
改
正
に
伴
い
、
危
険

物
の
品
名
に
「
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素
付
加
物
」

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
よ
り
、
貯
蔵
・
基
準
・
届
け
出
な
ど

の
適
用
除
外
規
定
及
び
経
過
措
置
規
定
を
設
け
る
た
め
の

改
正
で
す
。

　
　
鰹問 
富
良
野
広
域
連
合
事
務
局
　
拶
３
９
‐
１
２
２
１

歳出金額歳出区分歳入金額歳入区分

2,068議会費1,919,750分担金及
び負担金

56,799総務費48,168使用料及
び手数料

196,803衛生費4,001財産収入

82,788農林業費1寄附金

1,216,696消防費1繰越金

444,475教育費270,993諸収入

266,713公債費10,800連合債

3,000予備費15,628国庫支出金

2,269,342合  計2,269,342合  計

富良野広域連合議会第１回定例会が開催されまし富良野広域連合議会第１回定例会が開催されましたた

◎平成２４年度予算概要
（単位：千円）

青年たちが元気な富良野に！

青年の力でまちを元気に！

同世代の友人・知人が何人いますか？

気の合う仲間としかつきあわない。ひとりでいる方が楽。
そんな時代はもう終わり。

あなたの思い・望みを、青年塾でカタチにしませんか？
やりたいことをカタチにできる。それが「ふらの青年塾」
です。

青年による青年のための企画をするメンバーとして、塾
生を募集します。

■問合せ・申込先■

　【担当】社会教育課社会教育係

　拶３９‐２３１８　捌３９‐２３３０　

　Eメール　syakai-ka@city.furano.hokkaido.jp

ふらの青年塾　第１期塾生募集！

■内　　容■　青年対象のイベントの企画、各種セミナーの受講、塾生同士の講習会など
　　　　　　　※くわしいスケジュール・内容などは、申し込みいただいた方に別途ご案内します。

■参加対象■　市内在住の青年男女（２０～３９歳）

■申込方法■　下記担当まで、電話・FAX・メールで申し込みください。

5月11日鰹金  開講　　参加無料
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後期高齢者医療制度

保険料率が変わります

保険料の計算方法

 　（平成２４年度）

※この保険料率にもとづく平成2４年度の保険料は、前年（平成2３年）の所得を基に計算します。

　ただし、年金からお支払いされている方の場合、２月に徴収された金額と同額を４月、６月及び８月に

仮徴収します。正式な保険料は、７月に個別にお知らせします。

※保険料の計算は、均等割額と所得割額を合算後に、100円未満を切り捨てます。

加入者（被保険者）の方にお支払いいただく保険料は、２年ごとに保険料率を決めることとなっていま

す。平成2４・2５年度の新しい保険料率をお知らせします。

賦課限度額（1年間の保険料の上限額）所得割（加入者の所得に応じて負担）均等割（加入者が等しく負担）

50万円平成2２・2３年度10.28％平成2２・2３年度44,192円平成２２・2３年度

55万円
（５万円増）

平成2４・2５年度
10.61％

（0.33ポイント増）
平成2４・2５年度

47,709円
（3,517円増）

平成2４・2５年度

保険料の軽減

比　較
平成2４年度
均等割額

平成２３年度
均等割額

軽減割合所得が次の金額以下の世帯

300円増4,700円4,400円９割軽減
33万円かつ加入者全員が年金収入80万円以下で

他の所得がない

500円増7,100円6,600円8.5割軽減33万円

1,758円増23,854円22,096円５割軽減
33万円＋(24万5千円×世帯主以外の加入者数)
●単身世帯の方は該当しません。

2,814円増38,167円35,353円２割軽減33万円＋(35万円×世帯の加入者数)

許所得割の軽減　～　加入者個人の所得で判定します。

　　　　　　　　　　前年の所得から33万円を引いた額が58万円以下の方は所得割が５割軽減となります。

距 被用者保険の被扶養者であった方の保険料の軽減

　この制度に加入したときに、被用者保険の被扶養者だった方は、所得割はかからず均等割が９割軽減となります。

１年間の保険料
（１00円未満切捨て）

（限度額55万円）
＝

所得割
(平成2３年中の所得－33万円)×10.61％＋

均等割
47,709円

虚均等割の軽減　～　世帯の加入者全員と世帯主の所得の合計で判定します。

　　　　　　　　　　加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

鰹問 北海道後期高齢者医療広域連合　拶011-290‐5601

　富良野市保健医療課医療給付係　拶３９‐２３１0

※被用者保険とは～全国健康保険協会管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの

健康保険のことです。市町村の国民健康保険や国民健康保険組合は、含まれません。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印

印
印

４月から
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ふらのコミュニティレポート
FU RA N O　 C O M M U N IT Y　 RE PO RT 堰  

ル など 地 域 活 動 を 紹 介

Furano futsal reague

  ふらのフットサルリーグ

富
良
野
の
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
に
定

富
良
野
の
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
に
定
着着

老
若
男
女
、市
町
村
の
垣
根
越

老
若
男
女
、市
町
村
の
垣
根
越
ええ

▲夜間、生涯学習センターを会場に、汗を流す参加者。

▲

シーズン終了後の表彰式。写真は１部優勝チーム

　
富
良
野
の
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

お
な
じ
み
の
屋
内
サ
ッ
カ
ー
「
フ
ッ

ト
サ
ル
」。
９
月
中
旬
か
ら
２
月
中
旬

ま
で
行
わ
れ
る
「
ふ
ら
の
フ
ッ
ト
サ

ル
リ
ー
グ
（
奥
田
俊
二
運
営
部
長
）」

は
平
成
　
年
に
発
足
し
今
年
で
９

１５

シ
ー
ズ
ン
目
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
体
育
館
を
会
場
に
　
チ
ー
ム
５
０

３４

０
人
も
の
地
域
住
民
が
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
リ
ー
グ
は
、
現
在
５
つ
あ

り
、
実
績
や
実
力
に
合
わ
せ
て
振
り

分
け
ら
れ
ま
す
。
下
は
５
歳
か
ら
上

は
　
歳
、
女
性
は
　
人
が
参
加
し
、

５７

５７

ま
た
、
遠
く
は
上
富
良
野
町
や
南
富

良
野
町
か
ら
参
加
す
る
チ
ー
ム
も
あ

り
、
ま
さ
に
老
若
男
女
問
わ
な
い
、

市
町
村
の
垣
根
を
越
え
た
冬
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
へ
と
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
発
足
に
つ
い
て
奥
田
運
営
部
長
は
、

「
富
良
野
で
も
気
軽
に
サ
ッ
カ
ー
を

楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
り
た
く
て
、

市
職
員
の
有
志
で
企
画
し
、
運
営
を

開
始
し
ま
し
た
。
最
初
は
１
日
開
催

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
か
ら
始
ま
り
、

そ
れ
を
継
続
さ
せ
て
い
く
中
で
徐
々

に
リ
ー
グ
戦
開
催
の
機
運
が
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。
設
立
当
初
か
ら
２
０
０
人

が
参
加
し
、
そ
の
３
年
後
に
は
、
５

　
B
B
S
と
は
、【B

ig
B
rothe

rs
a
nd
S

iste
rs
M
o
v
e
m
e
n
t

】

の
略
称
で
、
そ
の
名

の
通
り
、
非
行
を
犯

し
て
し
ま
っ
た
少
年

少
女
た
ち
の
お
兄
さ

ん
や
お
姉
さ
ん
の
よ

う
な
存
在
と
し
て
一

緒
に
悩
み
、
一
緒
に

学
び
、
一
緒
に
楽
し

み
な
が
ら
彼
ら
の
健

全
な
成
長
を
支
援
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
で
す
。
全
国
で
は

約
４
３
０
０
人
の
B

B
S
会
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
少
年
少

女
た
ち
と
の
交
流
や
非
行
の
な
い
社

会
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
富
良
野
B
B
S
会
（
宮
崎
貴
弘
会

長
）
は
、
平
成
６
年
に
発
足
し
、
現

在
　
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

１２
ま
で
の
主
な
活
動
と
し
て
、
必
要
な

知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
 研
  鑽
 活
動

け
ん
 
さ
ん

や
、
子
ど
も
た
ち
の
非
行
防
止
を
促

す
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
の
開
催
、
裁
判

所
や
刑
務
所
な
ど
の
施
設
訪
問
な
ど

を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
宮
崎
会
長

は
、「
自
分
自
身
、
実
際
に
ケ
ー
ス
を

持
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
B
B
S
運
動
に
は
非
行
防
止
と

い
う
側
面
も
あ
る
し
、
ま
た
、
来
た

る
べ
き
と
き
に
対
応
で
き
る
よ
う
知

▲平成１４年に富良野演劇工場で開催された研究大会。学生らが
参加し、演劇を通じたコミュニケーション能力の向上を図った。

Furano BBS

  富 良 野 B B S 会   

少年少女の非行防止へ少年少女の非行防止へ　
兄姉のような身近な存兄姉のような身近な存在在
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町 内 会 や サ ー ク

識
や
技
能
の
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

社
会
的
支
援
が
あ
る
の
と
な
い
の
で

は
違
い
ま
す
か
ら
」
と
活
動
の
重
要

性
を
語
り
ま
す
。
し
か
し
、
性
質
上
、

活
動
を
大
々
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ず
、

若
い
人
の
会
員
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
会
員
も
年
齢
を
重
ね
る

の
で
、
彼
ら
と
近
い
世
代
の
会
員
を

０
０
人
と
、
一
気
に
普
及
し

て
い
き
ま
し
た
。「
初
心
者
の

リ
ー
グ
を
増
や
し
た
り
、
子

ど
も
や
女
性
も
参
加
し
や
す

い
よ
う
に
、
試
合
に
１
人
多

く
参
加
で
き
る
特
別
ル
ー
ル

を
設
け
た
り
、
裾
野
を
広
げ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
」
と
奥
田
運
営
部
長
。

　
２
年
前
か
ら
参
加
し
て
い

る
北
の
峰
学
園
の
職
員
チ
ー

ム
「
北
蹴
会
」
の
三
好
裕
太

さ
ん
は
、「
職
場
で
話
す
話
題

が
増
え
、
世
代
を
超
え
て
良

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
奥
田
運
営

部
長
は
、「
基
本
は
『
仲
間
づ

く
り
』。
最
初
か
ら
そ
こ
は
ぶ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
そ

の
基
本
を
胸
に
、
地
域
サ
ッ

カ
ー
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

定
期
的
に
加
入
し
て
い
き
た
い
で
す
。

一
緒
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
宮
崎
会
長
は
、「
活

動
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
が
重
要
。
保

護
司
さ
ん
や
保
護
観
察
所
と
連
携
し

な
が
ら
、
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

人

HANAＩ　 M ARIA

良野に

移る
富 富良野に魅せられて遣

　
富
良
野
に
た
っ
た
一
人
と
い

う
パ
ラ
グ
ア
イ
出
身
の
花
井
マ

リ
ア
さ
ん
。
学
生
時
代
か
ら
日

本
人
の
移
民
と
の
交
流
が
あ
り
、

「
中
学
生
の
時
に
、
他
国
の
異
文

化
な
ど
を
調
べ
る
研
修
が
あ
っ

て
、
迷
わ
ず
日
本
と
決
め
ま
し

た
。
そ
の
と
き
大
使
館
で
い
た

だ
い
た
日
本
の
資
料
は
今
で
も

大
事
に
と
っ
て
あ
り
ま
す
」
と

以
前
か
ら
ア
ジ
ア
（
特
に
日
本
）

に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
息
詰
ま
る

Ｐ
Ｋ
戦
が
記
憶
に
新
し
い
サ
ッ

カ
ー
２
０
１
０
Ｗ
杯
で
、
日
本

を
破
り
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た

し
た
国
。
南
米
の
ど
真
ん
中
、

日
本
か
ら
見
て
地
球
の
真
裏
に

あ
り
、
日
本
か
ら
の
移
民
が
多

く
、
そ
の
移
民
が
食
文
化
の
発

展
に
寄
与
し
た
実
績
な
ど
か
ら

大
変
な
親
日
国
家
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
高
い
山
は
な
く
、

北
海
道
、
特
に
十
勝
平
野
に
よ

く
似
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
結
婚
を
機
に
来
日
し
、
富
良

野
に
住
み
始
め
た
の
は
　
年
前
。

２０

ご
主
人
の
博
之
さ
ん
が
就
職
直

前
の
２
年
半
、
青
年
海
外
協
力

隊
と
し
て
パ
ラ
グ
ア
イ
に
行
っ

た
と
き
に
二
人
は
出
会
い
ま
し
た
。

　「
英
語
を
話
せ
る
日
本
人
が
交

流
を
求
め
て
話
し
か
け
て
く
れ
る

の
で
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
な
の

で
英
語
は
ほ
と
ん
ど
話
せ
ま
せ
ん
。

パ
ラ
グ
ア
イ
か
ら
の
移
住
者
が
初

め
て
だ
っ
た
よ
う
で
、
市
役
所
の

手
続
き
も
大
変
で
し
た
」
と
、
新

婚
当
初
の
生
活
は
苦
労
も
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
近
所
の

住
民
が
協
力
的
で
、
た
く
さ
ん
の

交
流
の
機
会
を
作
っ
て
く
れ
た
こ

と
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
思

い
出
と
し
て
残
り
、
大
変
感
謝
し

て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
今
思
う
富
良
野
の
良
さ
に
つ
い

て
は
、「
適
度
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
で
、
生
活
や
サ
ー
ク
ル
・
講
座

な
ど
の
交
流
に
も
ち
ょ
う
ど
い
い

で
す
。
最
近
で
は
、
日
本
に
来
た

と
き
に
比
べ
て
、
看
板
や
雑
誌
、

名
刺
な
ど
に
も
ロ
ー
マ
字
表
記
が

多
く
な
っ
て
、
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
一
方
、『
外
人
』
と

い
う
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

島サミットのファッションショーにモ
デルとして参加（占冠村にて）

花井 マリアさん

外
国
人
に
や
さ
し
い
ロ
ー
マ
字
表
記
が
増
え
て
う
れ
し
い

で
、「『
外
国
人
』
と
言
う
の
が
正

し
い
」
と
外
国
人
な
ら
で
は
の
視

点
で
指
摘
し
ま
す
。

　「
演
劇
工
場
ま
つ
り
」
の
エ
コ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
つ
な
が

り
か
ら
、
島
サ
ミ
ッ
ト
夫
人
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
モ
デ
ル
と
し
て
参
加
し

た
経
験
を
持
ち
、
今
は
趣
味
の

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
ハ
マ
っ
て
い
る

と
い
う
花
井
さ
ん
。「
な
か
な
か
使

う
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
簡
単

に
覚
え
ら
れ
る
の
で
、
ス
ペ
イ
ン

語
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
母
国

語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

弥生町主 婦
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校
地
内
に
は
、「
希
望
の
森
」
と
呼
ば

れ
る
林
や
「
芝
の
校
庭
」、
少
し
行
け
ば

「
空
知
川
」
な
ど
多
く
の
自
然
に
囲
ま
れ

た
布
部
小
中
学
校
（
吉
田
孝
則
校
長
）。

現
在
、
小
学
校
　
人
、
中
学
校
　
人
の

１１

１０

全
校
生
徒
　
人
が
通
っ
て
い
ま
す
。
そ

２１

の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
と
小
規
模
校
な

ら
で
は
の
取
り
組
み
か
ら
、
児
童
生
徒

の
健
全
で
た
く
ま
し
い
心
身
を
育
ん
で

い
ま
す
。

　
中
で
も
特
徴
的
な
取
り
組
み
は
、
一

人
ひ
と
り
に
対
し
て
の
指
導
方
法
を
明

記
し
た
「
個
別
支
援
計
画
」
の
作
成
。

学
期
ご
と
に
評
価
・
改
善
を
図
り
、
個
々

に
応
じ
た
指
導
の
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
を

作
成
し
、
各
家
庭
に
配
布
。

手
引
き
に
は
、
学
習
内
容

や
時
間
の
目
安
、
親
の
関

わ
り
方
な
ど
が
書
か
れ
て

お
り
、
き
め
細
や
か
な
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
資
源
を
活
用
し
た

取
り
組
み
で
は
、
農
業
体

験
実
習
な
ど
が
あ
り
、「
畑

の
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
地

域
の
方
が
指
導

し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
校
農

園
で
は
、
ワ
イ

ン
用
の
ぶ
ど
う

も
栽
培
し
て
お

り
、
収
穫
し
た

ぶ
ど
う
を
ワ
イ

ン
工
場
に
運
び
、
糖
度
な
ど
品
質
検
査

の
上
、
実
際
に
出
荷
し
、
さ
ら
に
ワ
イ

ン
の
加
工
実
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
演
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
地
域
の
力

を
活
用
し
た
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
地
域
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
今
年
度
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
手
づ
く

り
し
た
版
画
カ
レ
ン

ダ
ー
を
配
布
し
、
保
護

者
や
住
民
か
ら
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
２
月
に

は
、
教
員
の
専
門
性
を

活
か
し
、
親
子
を
対
象

と
し
た
授
業
「
親
子
お

も
し
ろ
実
験
教
室
」
を

開
催
。
学
校

教
育
だ
け
で

な
く
、
地
域

の
生
涯
学
習

に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
吉
田
校
長
は
、「
９
年
間
を
見
通
し
た

指
導
が
で
き
る
こ
と
が
こ
の
学
校
の
大

き
な
強
み
で
す
。
ま
た
、
先
生
の
目
が

多
い
の
で
指
導
も
き
め
細
や
か
に
で
き

ま
す
。
布
部
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
『
布

部
教
育
』
か
ら
確
か
な
力
を
身
に
つ
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「
布
部
教
育
」
地
域
資
源
を
活
用
し
、

９
年
通
し
た
き
め
細
や
か
な
指
導

窺

布部小中学布部小中学校校
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

「
お
姉
ち
ゃ
ん
」
っ
て
ス
ゴ
イ
！

　
昨
年
８
月
に
第
2
子
の
長
男

が
生
ま
れ
た
。

　
そ
の
と
き
２
歳
２
カ
月
の
長

女
は
、
か
な
り
前
か
ら
お
腹
に
話

し
掛
け
た
り
し
な
が
ら
弟
の
誕

生
を
「
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
る
」
と

言
っ
て
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

　
と
は
い
え
、
初
め
て
ジ
ジ
バ
バ

宅
に
１
人
で
泊
ま
る
な
ん
て
で

き
る
だ
ろ
う
か
？
し
か
も
帝
王

切
開
の
た
め
入
院
は
９
日
間
と

長
い
。

　
や
は
り
無
理
だ
っ
た
。
中
日
に

は
熱
を
出
し
、
最
終
日
に
は
と
う

と
う
私
と
生
ま
れ
た
て
の
弟
と

３
人
で
病
室
に
泊
ま
っ
た
。

　
そ
ん
な
長
女
も
半
年
が
経
ち
、

素
晴
ら
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
ぶ
り

を
発
揮
し
て
い
る
。

　
退
院
後
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
す
ら

貸
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
に
、
今

で
は
弟
が
泣
け
ば
ぬ
い
ぐ
る
み

や
オ
モ
チ
ャ
を
そ
の
手
に
渡
し
、

オ
ム
ツ
を
ク
ル
ク
ル
と
手
に
丸

め
、
お
茶
を
飲
ま
せ
た
り
と
す
っ

か
り
小
さ
な
マ
マ
で
あ
る
。

　
最
近
で
は
私
が
朝
食
の
支
度

を
し
て
い
る
と
、
「
マ
マ
の
お
手

伝
い
を
し
て
あ
げ
る
」
と
家
族
全

員
の
お
箸
を
出
し
て
き
て
は

テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
て
い
る
。

　
ま
だ
ま
だ
２
歳
と
思
っ
て
い

た
が
親
の
私
が
そ
う
決
め
つ
け

て
い
た
だ
け
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
「
私
の
マ
マ
」
が
「
２
人
の
マ

マ
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
彼
女
な

り
に
我
慢
し
、
毎
日
立
派
に
お
姉

ち
ゃ
ん
を
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　
そ
も
そ
も
「
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な

る
」
な
ん
て
一
人
っ
子
の
私
な
ん

か
が
理
解
で
き
る
ほ
ど
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
は
ず
。

　
そ
う
！
今
日
か
ら
は
長
女
を

も
っ
と
も
っ
と
抱
き
し
め
、
た
く

さ
ん
の
あ
り
が
と
う
を
伝
え
よ

う
と
思
う
。

幸
町
　
Ｍ
・
Ｅ

子子育育てて・・親親育育ちち子育て・親育子育て・親育ちち

　
子
育
て
を
と
お
し
て
親
も
成

長
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
子
育
て
体
験

を
紹
介
し
ま
す
。
体
験
記
を
「
広

報
ふ
ら
の
」へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
６
５
０
字
程
度
）

窺

里里　興輝 興輝 さんさん　(５カ月(５カ月））

こうこうきき

山山部部

足モグモグ食べちゃうぞ足モグモグ食べちゃうぞ♪♪

いつも仲良し４人いつも仲良し４人組組嗣嗣

村本村本  柚芽奈 柚  芽  奈 ささんん  (１歳）(１歳）
ゆ めゆ め なな

瑞穂　　　　　　　　　　　　瑞穂町町

國國分分  颯真 颯  真 ささんん 　 (１歳）(１歳）
そうそう まま

山部西　　　　　　　　　　　山部西町町

大谷大谷  永逢 永  逢 ささんん 　 (１歳）(１歳）
とと ああ

錦　　　　　　　　　　　　　錦町町

有馬有馬  樹生 樹生 ささんん 　 (１歳(１歳））
いついつきき

桂木　　　　　　　　　　　　桂木町町

左か左からら
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天の中、歩くスキーの集い「麓郷ラングラウフ」

が行われました。道内外から訪れた１６６人の参加

者たちは、木漏れ日が差す「麓郷の森」をスタート。

大麓山の頂を望みながら、それぞれの体力に合わせ

滑走し、麓郷の冬の魅力を満喫しました。また、麓

郷中学校の生徒が目の不自由な方などの伴走を行

い、地元住民で組織する実行委員会が、温かい豚汁

や牛乳で、滑り終えた参加者たちをもてなしました。

晴

思い思いに滑走  麓郷冬の魅力を満喫
３月１１日鰹日 第２９回麓郷ラングラウフ

校生が観光プランを作成し競う「第３回観光甲子

園」で見事グランプリに輝いた緑峰高校流通経済

科の生徒の考案した観光プランが具現化されました。

４泊５日の観光ツアーには、５組１０人が参加しワカサ

ギ釣りや犬ぞり、越冬野菜の収穫体験のほか、ツアー

を考案した高校生との懇親会も設けられ、大阪から参

加した夫婦は、「作り手の富良野愛を感じるとても素

敵な旅行でした」とツアーを満喫していました。

高

緑峰生が考案した観光ツアーを具現化
ふらの人になる・ウィンターツアー ２月２８日鰹火 ～３月３日鰹土 

子高齢化に加え、町内会や団体などの担い手不

足が深刻な課題となっている中、「まちを元気

に！」をテーマに「まちづくり」について考える機

会としてまちづくり講演会を開催しました。東京都

小平市で「コミュニティビジネス」の活動を支援す

好きなまちで好きな仲間と好きな仕事を
３月１１日鰹日 まちづくり講演会

る取り組みを行っているＮＰＯ法人代表

の竹内千寿恵さんの講演に、６０人の参加

者が熱心に耳を傾けました。コミュニ

ティビジネスとは、「地域や人のつなが

り」と「事業」を合わせた造語で、地域

住民の想いから生まれ、利益第一ではな

く、地域の課題解決や活躍の場づくりを

めざすものであると説明する竹内さん。

実践事例を交えてわかりやすく解説され

ていました。参加者アンケートには「一

人ではできない、続かないことも、コミュ

ニティビジネスにより、やりがいや達成

感を共有することで絆ができ、地域活性

化につながる」などの意見があり、仕事

として同志と地域課題を解決する可能性

を感じた参加者もいました。

少
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ZOOM UP FURANO

ふらのズームアップ

橋静琴さんが日本を代表する書道展「国際現代

書道展」で昨年に続き準大賞を受賞し、次回の

開催から審査会員に推挙される大きな栄誉を得まし

た。大橋さんは市内で「静琴書道学院」を主宰する

ほか、北海道書道協会本部役員なども務め、書道研

究や普及に尽力されており、その功績を讃え市長か

ら感謝状が贈られました。準大賞に輝いた作品は、

市に寄贈され、文化会館に展示されます。

大

２月２８日鰹火 

書道研究・普及に多大な功績
大橋静琴さんに感謝状贈呈

の峯学園の利用者１２０人が一年間の活動の中で

創作した絵画や陶芸作品を展示する「すまいる

あ～と」が北峯舎で行われました。３回目となる今

回も個性あふれる作品が多数展示されており、中に

はつまようじを約７万５千本使用した大作「つまよ

うじあ～と」も展示され、来場者は足を止め作品に

見入っていました。担当者は、「来年も開催予定なの

で、ぜひ見に来てほしい」と話していました。

一年の集大成  見事な芸術作品
３月９日鰹金 ～１１日鰹日 北の峯学園「すまいるあ～と」

北

の富良野の生活を体験してもらい、移住に対す

る具体的なイメージを持ってもらおうと「ふら

の市移住促進協議会」がモニターツアーを企画し、

道外から５組７人が参加しました。医療機関や文化

施設を巡るバスツアーや住宅見学会、オリジナルワ

インラベルづくりのほか、自由行動の日を２日間設

け、それぞれが富良野生活を体験しました。協議会

のメンバーとの懇親会も開かれ、移住や

季節的な滞在に向けた意見交換も行われ

ました。広島県から参加した谷本朝君さ

ん（６４歳）は、「家の中の暖かさを実感。

除雪などの生活体験もしてみたかった」

と感想を述べ、また、「新築した場合と古

民家を改修した場合の費用や家の暖かさ

などの情報を教えてほしい」と移住に向

けた具体的な話もされていました。

冬 

３月１５日鰹木 ～３月１９日鰹月 

移住に向け、冬の富良野を体感
移住体験モニターツアー
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消
費
者
相
談
 Ｑ
＆
Ａ

強
引
な
新
聞
勧
誘

（
　
代
 男
性
）

５０

鰹問 富良野市消費生活センター　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

　
　
　
　
歳
の
娘
が
１
カ
月
ほ
ど
前
、
「
新
装
開

１９

　
　
　
店
で
近
所
を
挨
拶
に
回
っ
て
い
る
」
と
訪

問
さ
れ
、
突
然
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
渡
さ
れ

て
新
聞
の
購
読
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
で
お

金
が
な
い
と
断
っ
た
が
な
か
な
か
帰
っ
て
く
れ

ず
「
購
読
は
半
年
先
で
い
い
か
ら
、
い
つ
で
も
止

め
ら
れ
る
か
ら
」
と
言
う
の
で
、
１
年
分
の
購
読

契
約
を
し
た
よ
う
で
す
。
新
聞
の
購
読
契
約
は
６

カ
月
先
な
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
の
で

す
が
。

　
　
　
本
件
は
訪
問
販
売
に
あ
た
り
、
８
日
以
内

　
　
　
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
契
約
解

除
）
が
で
き
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
契
約
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
数
え
て
８
日
間
で
す
。
今
回

の
ご
相
談
で
は
新
聞
の
購
読
は
始
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
契
約
書
面
は
１
カ
月
前
に
受
け
取
っ
て

い
る
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
過
ぎ
て

お
り
契
約
解
除
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
娘
さ
ん

は
　
歳
で
未
成
年
で
す
。
未
成
年
者
契
約
は
保
護

１９
者
が
許
し
た
お
小
遣
い
の
範
囲
の
み
契
約
が
可

能
で
す
が
、
本
契
約
は
１
年
間
の
購
読
契
約
の
た

め
自
由
に
契
約
で
き
る
範
囲
を
超
え
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
よ
っ
て
保
護
者
の
承
諾
の
な
い

契
約
と
し
て
取
り
消
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
の

旨
を
相
談
者
に
伝
え
本
契
約
を
取
り
消
す
よ
う

助
言
し
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
と
訪
問

販
売
、
学
生
マ
ル
チ
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
い
や

す
い
た
め
、普
段
か
ら
親
子
で
連
絡
を
取
り
合
い
、

早
め
の
対
処
が
必
要
で
す
。
困
っ
た
と
き
は
セ
ン

タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

ＱA

 譲ります 　　　　　　　　　　　 　  
捌ベビーカー捌パイプベッド捌学習机・椅子捌ベ

ビーバス捌歩行器捌ベビー用通行止め柵捌マッサー

ジチェアー捌こたつ捌ロフトベット（ハシゴ付）

 譲ってください 　　　　　　　　 　  
捌地球儀捌バイク（１２５㏄）

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センター

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

リサイクル掲示リサイクル掲示板板
市民環境課からのお知らせ 拶３９ - ２３０８  

枝
草
類
の
出
し
方
に
つ
い
て

　
4
月
か
ら
枝
草
類
の
収
集
が
始
ま
り
ま
す
。

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
排
出
日
を
確
認
し
、
分
別

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

透
明
袋
を
使
用
。
最
大
で
も
　
リ
ッ
ト
ル

４５

　
草
や
枯
葉
、
小
枝
な
ど
は
、
な
る
べ
く
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
透
明
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
袋
の
大
き
さ
は
、
最
大
で
も
　
狩
ま
で
の

４５

も
の
を
使
用
く
だ
さ
い
。

　
特
に
草
を
入
れ
る
際

は
、
で
き
る
限
り
土
を

振
る
い
落
と
し
て
か
ら
、

袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

他
の
ご
み
を
入
れ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

枝
は
荒
縄
ま
た
は
麻
ひ
も
で
ま
と
め
る

　
庭
木
の
剪
定
枝
は
、
荒
縄
ま
た
は
麻
ひ
も
な

ど
天
然
素
材
の
ひ
も
で
 縛
 っ
て
出
し
て
く
だ
さ

し
ば

い
。
　
家
具
の
部
品
や
製
材
（
 垂
  木
 、
板
な
ど
）
は

た
る
 
き

枝
草
類
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
混
ぜ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

リサイクルにご協力ください。分ければ資源、混ぜればごみ。混ぜればごみ。

虚タオル

内訳：バスタオル、タオルケット、バスローブ、　
　　　フェイスタオル、ハンドタオル、バスマット
　　　（タオル地）、タオル地の服

許白メリヤス

内訳：白地のＴシャツ、白地の肌着・ズボン下　　
　　　（パンツ・ブリーフは除く）

距家庭用毛布

※上記３品目のみの回収となりましたのでご注意
ください。回収ボックスは消費生活センター、山部・
東山支所に設置されています。

お 知 ら せ
衣類回収ボックスの回収内
容が３月から変わりました。
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リサイクルにご協力くださいリサイクルにご協力ください。。分ければ資源、分ければ資源、混ぜればごみ。

　
春
先
の
雪
解
け
と
と
も
に
、
毎
年
、

シ
ラ
カ
バ
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
は
、
今
年
の
傾
向
、
対
処
法
な

ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

昨
年
よ
り
も
「
楽
な
年
」

　
２
月
に
日
本
気
象
協
会
か
ら
２
０

１
２
年
春
の
花
粉
飛
散
予
測
（
北
海

道
は
シ
ラ
カ
バ
）
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
例
年
に
比
べ
て

　
％
～
　
％
、
大
量
飛
散
だ
っ
た
昨

５０

７０

年
２
０
１
１
年
の
　
％
以
下
の
予
測

５０

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
立
林

業
試
験
場
の
前
年
秋
の
雄
花
の
着
花

状
況
か
ら
の
予
想
（
表
参
照
）
で
も
、

全
道
的
に
少
な
い
予
想
で
す
。
住
ん

で
い
る
地
域
や
天
候
な
ど
に
よ
り
変

動
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
昨
年
よ

り
比
較
的
「
楽
な
年
」
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

薬
の
服
用
は
飛
散
の
２
週
間
前

　
人
に
よ
っ
て
症
状
の
程
度
も
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
毎
年
辛
い
思
い
を
し

て
い
る
方
は
、
花
粉
が
飛
散
し
始
め

る
２
週
間
ほ
ど
前
か
ら
薬
（
抗
ア
レ

ル
ギ
ー
剤
）
を
服
用
し
た
方
が
、
症

状
が
出
て
か
ら
治
療
す
る
よ
り
も
楽

に
過
ご
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
年
の
飛
散
開
始
時
期
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
で
す
の
で
、
４
月

中
頃
ま
で
に
医
療
機
関
で
相
談
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
花
粉
飛
散
量
の
多
い
日
】

◆
天
気
の
良
い
日

◆
最
高
気
温
が
高
い
日

◆
湿
度
が
低
い
日

◆
風
の
強
い
日

◆
雨
の
翌
日

【
対
処
法
】

　
対
処
法
の
一
番
は
花
粉
を
な
る
べ

く
浴
び
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

◆
飛
散
量
の
多
そ
う
な
日
は
外
出
を

避
け
る
（
天
気
予
報
を
参
考
に
）

◆
ド
ア
や
窓
か
ら
の
換
気
を
な
る
べ

く
避
け
る

◆
外
出
時
は
防
花
粉
グ
ッ
ズ
を
使
用

す
る

◆
外
出
時
の
衣
服
・
体
に
つ
い
た
花

粉
を
室
内
に
持
ち
込
ま
な
い

◆
洗
濯
物
・
布
団
な
ど
を
外
に
干
さ

な
い

◆
室
内
の
掃
除
を
こ
ま
め
に

分別に迷ったら、市民環境課へ

ごみＱ＆Ａ

ＱＱ テレビはどのように処分すれば良いですか？

買い替えのときに販売店に引き取りを依頼するか、市
許可の収集運搬業者（富良野地区清掃事業協同組合拶
23-3939）に収集を依頼してください。その際には収
集運搬料金やリサイクル料金が必要になります。

寄 付
ありがとうございます

ＡＡ

大橋 静琴(本名 琴美)　書道作品２点

明杖 歩美　お人形遊び用布団セット１０セット

　　　　　 手づくりガーゼケット　６個

あおぞら保育所父母の会　

折りたたみピクニックテーブル

ラウンドピクニックテーブル

ほっとママ味噌クラブ　味噌２０kg

　　　（中央保育所・寿光園に各１０kg）

富良野市へ

ＱＱ 使い捨てライターは、何ごみ？

ライターは、ごみ収集のとき、火災の原因となり大変
危険です。お手数ですが、市役所窓口（市民環境課）
か山部・東山支所に持参ください。

ＡＡ
博物館へ

稲垣 道子さん　

環境問題関連新聞スクラップブック １９冊

●今年の花粉症（シラカバ）は…富良野医師会　理事　林　浩　先生

（表　北海道立総合研究機構林業試験場ホームページ）
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く
ら

 く
ら
しし

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

母
子
家
庭
の
自
立
支
援

母
子
家
庭
自
立
支
援
　
　
　

　
　
　
　
教
育
訓
練
給
付
金

　
就
職
と
安
定
し
た
収
入
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
講
座

を
受
講
す
る
母
子
家
庭
の
お
母

さ
ん
へ
受
講
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

対
象
者
　

虚
市
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母

許
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
、
ま
た
は
同
程
度
の
所
得

水
準

距
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

教
育
訓
練
給
付
金
の
受
給
資
格

が
な
い
方

鋸
過
去
に
こ
の
給
付
金
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方

漁
教
育
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と

が
適
職
に
つ
く
た
め
に
必
要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

対
象
講
座
　
雇
用
保
険
制
度
の

教
育
訓
練
給
付
の
指
定
講
座

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
閲
覧
で
き

る
「
厚
生
労
働
省
指
定
教
育
訓

練
講
座
一
覧
」
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
「
厚
生
労
働
省

このページは広告料収入で作成しています

開館時間 火～金曜日 午前１０時～午後６時
土・日曜日 午前９時～午後５時

４月の休館日 毎週月曜日・２９日鰹日

　長崎県五島列島のあ

る中学合唱部における

男子部員・女子部員と顧

問の先生が、全国合唱コ

ンクールに参加するま

でのできごとを描いた

感動の青春物語。

くちびるに歌を   　

中田 永一 

今今月月

 注目の本注目の本 !!

図書館図書館だだよよりり図書館だより
鰹問 図書館　拶２２‐３００５

☆新着本の紹介

●一般書　けむたい後輩 ／ 柚木 麻子

　　　　　散り椿 ／ 葉室 麟

　　　　　紙の月 ／ 角田 光代

　　　　　晴天の迷いクジラ ／ 窪 美澄 

●児童書　ゆきひらの話 ／ 安房 直子

　　　　　ゆめうりふくろう ／ 遠山 繁年

　　　　　空のおくりもの ／ アリソン・ジェイ

☆展示・イベント

【２階展示ホール】

●全国学生書道展　　　　　   　　～４月５日鰹木 

●パッチワーク　モラ手芸合同作品展

４月１０日鰹火 ～２１日鰹土 

●森暁空展　　　　　   ４月２４日鰹火 ～５月１０日鰹木 

【２階多目的ホール】

●おはなし会　　　　  ４月１４日鰹土  午前１０時３０分

●英語のおはなし会　  ４月２１日鰹土  午前１０時３０分

【１階おはなしコーナー】

●どんぐりおはなし会　  　毎週水曜日 午後３時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
教
育
訓
練
講
座

検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
く
わ
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
額
　
受
講
費
用
の
　

％
２０

（
上
限
１
０
０
０
０
０
円
）

母
子
家
庭
高
等
　
　
　
　
　

　
　
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
就
職
と
安
定
し
た
収
入
に
つ

な
が
る
資
格
を
取
得
す
る
母
子

家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
給
付
金
で
す
。

対
象
者
　

虚
市
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母

許
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
、
ま
た
は
同
程
度
の
所
得

水
準

距
過
去
に
こ
の
給
付
金
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方

鋸
仕
事
ま
た
は
育
児
と
修
学
と

の
両
立
が
難
し
い
方

漁
２
年
以
上
修
学
し
、
資
格
取

得
の
見
込
み
が
あ
る
方

対
象
資
格
　
看
護
師
（
准
看
護

師
含
む
）・
介
護
福
祉
士
・
保
育

士
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士支
給
額
　

◆
訓
練
促
進
給
付
金

修
学
期
間
の
全
期
間
（
上
限
３
年
）

【
非
課
税
世
帯
】

　
　
月
額
　
１
０
０
０
０
０
円

【
課
税
世
帯
】

　
　
月
額
　
７
０
５
０
０
円

◆
修
了
支
援
給
付
金

修
学
が
終
わ
っ
た
後
１
回
の
み

【
非
課
税
世
帯
】

　
　
月
額
　
５
０
０
０
０
円

【
課
税
世
帯
】

　
　
月
額
　
２
５
０
０
０
円

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

拶
３
９
‐
２
２
２
３

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

小
学
生
の
入
院
医
療

費
の
助
成

　
小
学
生
の
入
院
時
の
医
療
費

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

一
定
の
所
得
を
超
え
る
方
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

助
成
方
法
　

◆
沿
線
の
医
療
機
関
に
入
院
さ

れ
る
場
合
は
、
受
給
者
証
の
交

付
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
沿
線
の
医
療
機
関
以
外
に
入

院
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療
費
の

払
い
戻
し
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

手
続
き
方
法
　
必
要
書
類
を
持

参
し
、
市
役
所
③
番
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の
　

・
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

・
印
鑑

【
払
い
戻
し
の
手
続
き
に
は
…
】

・
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
（
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
）
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広告① 広告②

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

浄
化
槽
設
置
整
備
　

　
補
助
金
に
つ
い
て

　
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
浄
化
槽
設
置
者
本
人
か

同
居
の
家
族
の
方
に
限
り
ま
す
。

対
象
者
　
下
水
道
区
域
外
で
、

住
宅
に
設
置
さ
れ
る
方

受
付
期
間
　
４
月
　
日
鰹月 
～
　

１６

２５

日
鰹水 

必
要
書
類
　
浄
化
槽
工
事
の
見

積
書
及
び
補
助
金
申
込
書

募
集
基
数
　
　
基
（
申
し
込
み

１５

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

抽
選
会
／
説
明
会

　
４
月
　
日
鰹金 
　
午
後
３
時

２７

鰹問 
市
民
環
境
課
　

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
８

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

心
身
障
が
い
者
の
　

　
　
　
　
巡
回
相
談

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹木 

１４

１７

と
こ
ろ
　
旭
川
市
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
宮
前

通
東
４
１
５
５
番
地
　
）
３０

内
　
容
　
知
的
障
が
い
の
方
の

療
育
手
帳
の
交
付
の
可
否
及
び

障
が
い
程
度
の
判
定
、
そ
の
ほ

か
専
門
的
相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
４
月

　
日
鰹火 
ま
で
に
福
祉
課
に
連
絡

２４く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
不
定
期
な
日
程
で
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
広
報

な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
福
祉
課
　
　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

固
定
資
産
の
縦
覧

　
お
持
ち
の
固
定
資
産
（
土
地
・

家
屋
）
の
価
格
が
ほ
か
と
比
較

し
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

（
市
内
で
課
税
さ
れ
て
い
る
全

て
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
、
面

積
な
ど
が
記
載
）」で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
／
場
所
　

【
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
】

　
４
月
２
鰹月 
～
５
月
　
日
鰹木 

３１

【
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

　
４
月
　
日
鰹火 

１０

　
午
前
９
時
～
正
午

【
東
山
支
所
】

　
４
月
　
日
鰹火 

１０

　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

対
象
者
　
縦
覧
で
き
る
方
は
、

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

の
納
税
者
で
す
。
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
か
納
税
通

知
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

鰹問 
税
務
課
拶
３
９
‐
２
３
０
２

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

春
の
火
災
予
防
運
動

「
消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な

い
で
　
も
う
一
度
」

期
　
間
　
４
月
　
日
～
　
日

２０

３０

　
全
道
一
斉
に
春
の
火
災
予
防

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
昨
年
、

市
内
で
発
生
し
た
火
災
は
７
件

で
、
負
傷
者
な
ど
は
い
ま
せ
ん

が
、
今
年
は
火
災
に
よ
り
１
人

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

雪
解
け
の
季
節
に
な
り
、
空
気

が
乾
燥
し
、
風
が
強
く
、
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
火
の
元
に
注
意

を
払
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
普
段
か
ら
家
族
や
地
域
で

火
の
取
り
扱
い
や
避
難
方
法
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
地
域

ぐ
る
み
で
防
火
の
輪
を
広
げ
、

災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
意
識

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

噛
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

虚
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
。

許
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
し
て
使
用
す
る
。

距
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
を
離
れ
る

際
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

・
保
護
者
の
預
金
通
帳

自
己
負
担
　

◆
市
民
税
課
税
世
帯
…
１
割

（
１
カ
月
の
自
己
負
担
限
度
額

４
４
４
０
０
円
）

◆
市
民
税
非
課
税
世
帯
…
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

鰹問 
保
健
医
療
課
医
療
給
付
係

拶
３
９
‐
２
３
１
０

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

市
・
道
営
住
宅
の
　
　

　
入
居
者
募
集
計
画

　
平
成
　
年
度
の
市
・
道
営
住

２４

宅
の
募
集
は
、
空
家
が
あ
る
場

合
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
入

居
希
望
者
が
公
募
戸
数
を
上
回

る
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

第
１
回
募
集
５
月
７
日
～
　
日
１８

第
２
回
募
集
７
月
９
日
～
　
日
２０

第
３
回
募
集
９
月
３
日
～
　
日
１４

第
４
回
募
集
　
月
５
日
～
　
日

１１

１６

第
５
回
募
集
平
成
　
年
２
月
４

２５

日
～
　
日
１５

　
公
募
す
る
住
宅
の
詳
細
に
つ

い
て
は
募
集
月
発
行
の
「
広
報

ふ
ら
の
」
及
び
都
市
建
築
課
窓

口
、
電
話
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.furano.hokkaido.jp/

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６



2288FuranFuranoo
2012.2012.44

写真展「北海道・人とかかわる自然の姿」

鋸
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

漁
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

禦
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

魚
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署

拶
２
３
‐
５
１
１
９

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

林
野
火
災
の
発
生
予
防

「
忘
れ
な
い
　
山
へ
の
感
謝
と

火
の
始
末
」

　
林
野
火
災
は
、
例
年
春
先
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
原
因

は
、
「
た
き
火
」
「
放
火
」
「
た

ば
こ
」
「
火
入
れ
」
「
火
遊
び
」

な
ど
で
、
人
的
失
火
に
よ
る
火

災
の
割
合
が
多
く
を
占
め
て
お

り
、
各
地
区
の
森
林
愛
護
組
合
、

自
然
保
護
監
視
員
、
鳥
獣
保
護

員
、
森
林
保
全
巡
視
指
導
員
な

ど
が
巡
回
し
警
戒
し
て
い
ま
す
。

　
林
野
火
災
の
多
く
は
、
一
人

ひ
と
り
の
注
意
で
そ
の
発
生
を

抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。
火
の
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

このページは広告料収入で作成しています

鰹問 
富
良
野
消
防
署

拶
２
３
‐
５
１
１
９

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

新
し
い
農
業
委
員
が

決
定
し
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
新
た
な

農
業
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
に
よ
る
委
員
（
届
出
順
）

　
萱
原
隆
、
山
崎
伸
一
、
東
谷
正
、

保
勇
文
彦
、
小
野
隆
、
岡
本
和
幸
、

中
元
修
、
菊
地
洋
晶
、
木
村
孝
、

滝
口
正
道
、
鷲
見
勝
博
、
前
川
勝

良
、
及
川
栄
樹
、
泉
篤
郎
、
薄
田

健
格
、
幕
田
光
義

選
任
に
よ
る
委
員
　

【
農
業
団
体
推
薦
委
員
（
農
業
協

同
組
合
、
農
業
共
済
組
合
、
土

地
改
良
区
）】
今
村
敬
、
池
田
順

一
、
菊
地
信
章

【
市
議
会
推
薦
委
員
（
学
識
経
験

者
）】
後
藤
英
知
夫
、
小
川
賀
津

博
、
吉
中
文
也
、
中
村
行
男

鰹問 
農
業
委
員
会

拶
３
９
‐
２
３
２
３

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

栽
培
用
ハ
ウ
ス
設
置

に
支
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
栽
培
用
ハ
ウ
ス
を

新
た
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
認

定
農
業
者
を
対
象
に
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
補
助
金
を
申

請
さ
れ
る
方
は
、
申
込
期
限
ま

で
に
関
係
書
類
を
農
林
課
ま
で

提
出
く
だ
さ
い
。
関
係
書
類
は

農
林
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
認
定
農
業
者
（
見
込

み
含
む
）

補
助
要
件
　

虚
　
月
　
日
ま
で
に
設
置
完
了

１１

３０

許
育
苗
ま
た
は
自
家
用
で
な
い

距
既
存
ハ
ウ
ス
の
建
替
え
や
復

旧
で
は
な
く
、
新
規
設
置
に
よ

り
棟
数
が
増
加

鋸
設
置
後
は
必
ず
農
作
物
を
作

付
け
し
出
荷
す
る
こ
と

漁
補
助
対
象
ハ
ウ
ス
は
最
大
２

棟
ま
で

交
付
額
　
設
置
に
要
す
る
経
費

の
４
分
の
１
以
内
、
１
棟
当
た

り
上
限
　
万
円
（
新
規
参
入
者

１５

は
２
分
の
１
以
内
、
１
棟
当
た

り
上
限
　
万
円
）

３０

※
ビ
ニ
ー
ル
資
材
は
補
助
対
象

外
。
申
請
多
数
の
場
合
は
補
助

金
交
付
額
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
限
　
４
月
　
日
鰹金 
ま
で

２０

鰹問 
農
林
課

拶
３
９
‐
２
３
０
９

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

「
優
良
運
輸
事
業
者
」
の
 

 積
極
的
活
用
に
つ
い
て

　
北
海
道
運
輸
局
で
は
、
安
全

面
や
環
境
面
に
優
れ
た
運
輸
事

「人と自然の関わり」をテーマとした写真を募集！

　身近な自然を見つめ直し、私たち人間と自然との関
わり方を改めて考えることを目的に、道内の自然環境
や生きものたちのありのままの姿を写し出したデジ
タル写真を一般公募し、写真展を開催します。みなさ
んの応募をお待ちしています。

募集期間　６月１５日鰹金 まで

応募方法　生涯学習センターホームページから応募
フォームをダウンロードし、必要事項を記入の上、デ
ジタル写真とともにメール送信、もしくはＣＤを作成
し郵送ください。

【生涯学習センターホームページ】　
http://furano.sub.jp/modules/news/article.php?storyid=161

応募作品　１人最大５作品。作品にそれぞれコメント
をつけてお寄せください。詳細については、必ず応募
チラシを確認の上、応募ください。（チラシは生涯学
習センター、文化会館、図書館にあります）

作品テーマ

虚農業・漁業被害　

許野生動物の交通事故死　

距人工物で営巣する野鳥や
　バードストライク　

鋸野生動物への餌やり　

漁外来植物の繁茂による在
　来植物の駆逐

禦身近な地域の何気ない風
　景など

※本展は写真コンテストではありません

鰹問 生涯学習センター　拶４２‐２４０７

写真展「北海道・人とかかわる自然の姿」

展示期間　７月２１日鰹土 ～８月２６日鰹日 

展示会場　生涯学習センター

写真募集
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※
利
用
券
、
利
用
時
間
、
購
入

方
法
な
ど
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
金
満
緑
地
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

拶
２
２
‐
１
１
５
２

オ
ー
プ
ン
予
定
日
４
月
　
日
鰹土 

２１

休
園
日
　
水
曜
日

鰹問 
大
北
土
建
工
業
緑
化
造
園
課

拶
４
４
‐
２
３
９
０

●
山
部
自
然
公
園
太
陽
の
里

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

拶
４
２
‐
３
０
０
３

オ
ー
プ
ン
予
定
日
４
月
　
日
鰹日 

２９

休
園
日
　
火
曜
日

鰹問 
山
部
商
業
協
同
組
合

拶
４
２
‐
２
７
１
８

●
東
山
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

拶
２
７
‐
２
７
２
７

オ
ー
プ
ン
予
定
日
４
月
　
日
鰹土 

２１

休
園
日
　
木
曜
日

鰹問 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

拶
２
２
‐
５
０
１
０

催 催
　
しし

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

映
画
「
エ
ク
レ
ー
ル
・
　

お
菓
子
放
浪
記
」
上
映
会

‐
未
来
に
残
し
た
い
、
子
ど
も

に
伝
え
た
い
、
お
菓
子
が
 紡
 ぐ

つ
む

希
望
の
物
語
‐

　
山
部
更
生
保
護
女
性
会
が
創

立
　
周
年
を
記
念
し
て
映
画
上

５０
映
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

売
上
げ
の
一
部
を
ロ
ケ
地
宮
城

県
石
巻
市
に
寄
付
し
ま
す
。

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹土 

２１

【
１
回
目
】
午
前
　
時
開
演

１０

【
２
回
目
】
午
後
６
時
　
分
開
演

３０

※
　
分
前
開
場

３０
と
こ
ろ
　
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

前
売
券
（
当
日
券
は
割
り
増
し
）

【
大
人
】　
１
０
０
０
円

【
小
中
高
生
】　
8
0
0
円

※
山
部
小
・
中
学
生
は
無
料
招
待

チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
山
部
支
所
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
山
部
商

工
会
な
ど

鰹問 
山
部
更
生
保
護
女
性
会
（
玉

手
さ
ん
）
拶
４
２
‐
２
４
４
６

募 募
　
集集

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

採
用
人
数
　

【
A
区
分
】

　
男
性
１
５
０
人
・
女
性
　
人
３０

【
B
区
分
】

　
男
性
　
人
・
女
性
　
人

５５

１０

受
験
資
格

　
昭
和
　
年
4
月
２
日
～
平
成

５５

７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

業
者
の
認
定
・
認
証
制
度
に
つ

い
て
広
く
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
優
良
事
業
者
の
利
用
を
働

き
か
け
る
取
り
組
み
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
北
海
道
運
輸
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
「
優
良
運
輸
事
業
者
」

と
法
令
違
反
な
ど
に
よ
り
行
政

処
分
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い

て
、
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
の

で
活
用
く
だ
さ
い
。

「
北
海
道
運
輸
局
」
で
検
索
→

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
優
良
事

業
者
等
認
定
・
認
証
制
度
」

h
ttp
://w
w
w
tb
.m
lit.g
o
.jp
/h
o
k

kaid
o
/to
p
d
ata/yu

u
ryo
u
.p
d
f

鰹問 
北
海
道
運
輸
局

拶
０
１
１
‐
２
９
０
‐
２
７
２
５

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

有
料
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

料
　
金
（
富
良
野
圏
域
住
民
）

当
日
券
 

噛
中
学
生
以
下
　
　
１
０
０
円

噛
高
校
生
・
一
般
　
３
０
０
円

回
数
券
（
３
施
設
共
通
　
枚
綴
り
）

１２

噛
中
学
生
以
下
　
１
０
０
０
円

噛
高
校
生
・
一
般
３
０
０
０
円

３
施
設
共
通
シ
ー
ズ
ン
券
　

噛
高
校
生
・
一
般
１
５
０
０
０
円

※
回
数
券
と
シ
ー
ズ
ン
券
は
４

月
　
日
鰹水 
よ
り
発
売
予
定
で
す
。

１１

　市内小中学校の活動を支援していただける方

を募集します。

内　容　読み聞かせや交通安全指導、スキーなど

の体育補助、学校農園のお手伝い、少年団活動

などさまざまな学校の要請に対し、可能な分野で

ご協力していただきます。

申込方法　

　文化会館にある申込書に必要事項を記入の上、

社会教育課（文化会館）まで提出してください。

（申込書は市ホームページからもダウンロードで

きます）

その他　

◆すでに登録されている方については、申込書の

提出は不要です。後日、継続の有無についてう

かがいます。

◆登録者はボランティア保険に加入していただ

きます。（保険料の負担・加入手続きは教育委員

会で行います）

◆本事業は学校の要請に基づき進められるため、

必ず依頼があるとは限りません。

鰹問 社会教育課　拶３９‐２３１８

学校支援ボランティ学校支援ボランティアアはじめませんか？はじめませんか？
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【
A
区
分
】　

　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
な
ど
の
卒

業
者
（
平
成
　
年
3
月
卒
業
見

２５

込
者
を
含
む
）

【
B
区
分
】　

　
A
区
分
以
外
の
方
（
受
験
時
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

に
在
学
中
の
方
を
除
く
）

受
付
期
間
　

　
４
月
２
日
鰹月 
～
　
日
鰹水 

１８

試
験
日

　
５
月
　
日
鰹日 
（
第
1
次
試
験
）

１３

※
第
２
次
試
験
は
６
月
中
旬
～

７
月
上
旬

試
験
会
場
　

　
札
幌
、
旭
川
ほ
か
道
内
各
地

採
用
予
定

　
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降

２５

※
既
卒
者
は
平
成
　
年
　
月
１

２４

１０

日
採
用
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

鰹問 
警
察
本
部
採
用
セ
ン
タ
ー

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

拶
０
１
２
０
‐
８
６
０
３
１
４

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

調
理
師
試
験

試
験
日
時
　
８
月
　
日
鰹木 

３０

　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
３０

試
験
地
　
滝
川
市

受
験
資
格
　
高
等
学
校
入
学
資

格
を
有
す
る
方
で
、
多
数
人
に

飲
食
物
を
調
理
、
提
供
す
る
施

設
、
ま
た
は
飲
食
店
営
業
な
ど

で
、
調
理
業
務
に
２
年
以
上
従

事
し
た
方

試
験
方
法
　
筆
記
試
験
（
食
文

化
概
論
、
衛
生
法
規
な
ど
）

願
書
受
付
　
富
良
野
保
健
所

受
付
期
間
　
５
月
　
日
鰹月 
～
　

１４

２５

日
鰹金 

鰹問 
富
良
野
保
健
所

拶
２
３
‐
３
１
６
１

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

社
会
教
育
委
員
の
募
集

委
員
の
任
務
　
社
会
教
育
に
関

し
、
教
育
委
員
会
に
助
言
す
る

た
め
次
の
よ
う
な
職
務
を
行
い

ま
す
。

虚
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画

を
立
案
す
る
こ
と

許
定
時
ま
た
は
臨
時
に
会
議
を

開
き
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

応
じ
、
こ
れ
に
対
し
て
意
見
を

述
べ
る
こ
と

距
右
記
の
職
務
を
行
う
た
め
に

必
要
な
研
究
調
査
を
行
う
こ
と

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
成
人

で
、
社
会
教
育
に
関
心
が
あ
り
、

年
に
６
回
程
度
の
会
議
に
出
席

可
能
な
方

募
集
人
員
　
２
人
以
内

応
募
期
間
　
４
月
　
日
鰹水 
ま
で

２５

任
　
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年

報
　
酬
　
１
回
の
会
議
に
つ
き

２
７
５
０
円
。
片
道
５
キ
ロ
以

上
で
交
通
費
あ
り

応
募
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
担
当
課
、
山
部
支
所
、

東
山
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
第
１
回
社
会
教
育
委

員
会
議
（
６
月
上
旬
）
の
開
催

案
内
と
と
も
に
該
当
者
に
委
員

決
定
の
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
／
問
合
せ

社
会
教
育
課
（
弥
生
町
１
番
２

号
富
良
野
文
化
会
館
）

拶
３
９
‐
２
３
１
８

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

ふ
ら
っ
と
運
動
教
室

参
加
者
募
集

「
ふ
ら
っ

と
春
の
ス
タ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

実
施
期
間
　
４
月
　
日
鰹月 
ま
で

３０

特
　
典
　

３
カ
月
券
購
入
で
　
日
分
無
料

３０

６
カ
月
券
購
入
で
　
日
分
無
料

６０

対
　
象
　
新
規
購
入
者

「
ふ
ら
っ
と
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
」

と
　
き
　
毎
週
火
・
木
曜
日

虚
午
後
４
時
～
５
時
（
４
歳
～

小
学
２
年
）

許
午
後
５
時
　
分
～
６
時
　
分

１５

１５

（
小
学
３
年
～
成
人
）　
　
　

鰹問 
富
良
野
市
中
心
街
活
性
化
セ

年金だよ年金だよりり

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和２２年４月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日

以降に手続きをしてください。

　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてくるはがき

を返送することで、基礎年金の手続き完了となります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印

鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本などです。

学生納付特例制度について

　学生の前年所得が一定以下であれば、申請により、在学中

の保険料の納付が猶予される制度です。

　これに基づいて、在学中は受給資格期間として算入されま

すが、制度活用後１０年以内に納付しないと満額の老齢基礎年

金は受けとれません。猶予期間分の保険料は、卒業後就職し

て収入を得るようになってから、忘れずに追納しましょう。

学生納付特例制度の手続きについて

　初めて学生納付特例の申請をする方は、年金事務所か市役

所２番窓口に在学証明書または学生証の写しと印鑑を持参

して手続きしてください。

　平成２３年度において学生納付特例制度により保険料納付

を猶予されている方で、引き続き平成２４年度も在学予定の方

には、「国民年金保険料学生納付特例申請書」が送られます。

申請書はハガキ形式になっており、必要事項を記入して返送

されると、平成２４年度の学生納付特例の申請をすることがで

きます。なお、在学される学校などに変更がある場合は、改

めて年金事務所か市役所窓口で手続きをしてください。

保険料の支払いはお忘れなく
鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

平成2４年度国民年金保険料（月額）のお知らせ

平成２４年度：14,980円（平成２３年度：１５,020円）

↓前納すると割引になります（平成２４年度）

虚毎月振替（当月末の口座振替）　１年度分で６００円割引

許６カ月前納（現金納付）　　　　１年度分で1,460円割引

距６カ月前納（口座振替）　　　　１年度分で2,040円割引

鋸１年前納（現金納付）  　 　　  １年度分で3,190円割引
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中富良野町

森林公園５月１日オープン（予定）

　中富良野のシンボル、北星山。
田園風景をゆっくりとながめなが
ら、のぼりつめると森林公園があ
ります。園内には、フィールドア
スレチックなどが設置されており、
四季の変化に富んだ、自然を身近
に感じられる場としても親しまれ
ています。ご家族みなさんでお楽
しみください。

鰹問 産業建設課  拶44‐２１２３

南富良野町

道の駅「南ふらの」でひと休み

　地元産の食材を使用したメ
ニューを味わうことができるレス
トランや町の特産品、お土産品な
どもあります。また、幻の淡水魚
イトウを始めアメマス、ニジマス
などが水槽の中に見ることができ
ます。快適なドライブの休憩にぜ
ひお立ち寄りください。

鰹問 南富良野町振興公社   拶５２‐２１００

占冠村

道の駅
「自然体感しむかっぷ」

　道の駅には、レストランのほか
「しもかぷ工房」で製作された木工
製品が並びます。夏には占冠村の
農家さんが愛情込めて育てた新鮮
野菜が顔を出します。５月になる
と、駅前でマルシェや春爛漫市、
山菜市が催され、採れたての山菜
やヤマメの塩焼きなど春の味覚を
堪能することができます。

鰹問 占冠・村づくり観光協会　拶３９‐８０１０

上富良野町
温泉で癒されてみませんか

十勝岳温泉郷

　十勝岳温泉郷にある４軒の温泉
施設「凌雲閣」「カミホロ荘」「バー
デンかみふらの」「白銀荘」で疲れ
を癒しませんか。一面の雪景色を
堪能しながらの露天風呂は最高で
す。ぜひ家族で十勝岳の大自然と
温泉をご堪能ください。また、雪
が降ることも考えられますので、
運転には十分気をつけてお越しく
ださい。

鰹問 産業振興課　 　　 拶45‐６９８３

ン
タ
ー
ふ
ら
っ
と

拶
２
２
‐
５
０
５
０

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・

中
小
企
業
大
学
校
研
修

虚
す
ぐ
に
で
き
る
５
Ｓ
の
基
本

と
　
き
　
４
月
９
日
鰹月 
～
　
日
鰹水 

１１

受
講
料
　
３
３
６
０
０
円

許
基
礎
か
ら
学
ぶ
！
「
財
務
分

析
」
と
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
」

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹木 
・
　
日
鰹金 

１２

１３

受
講
料
　
２
６
２
５
０
円

距
新
任
管
理
者
養
成
講
座
（
基

本
編
）

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹火 
～
　
日
鰹金 

１７

２０

受
講
料
　
４
２
０
０
０
円

鋸
建
設
業
向
け
現
場
管
理
者

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
向
上
講
座

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹月 
・
　
日
鰹火 

２３

２４

受
講
料
　
２
５
２
０
０
円

鰹問 
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目

２
番
１
号

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

４月 春のグリーンサラダ・キャロットゼリー

材料４人分　　　　エネルギー１人１４７kcal

ほうれん草………………………………１束
小松菜……………………………………１束
ピーマン…………………………………１個
軟白ねぎ…………………………………１本
ガーリックトースト……………………適量
サラミソーセージ………………………３０ｇ

【ソース】

　　　にんにく（みじん）……………１片

　　　粒マスタード………………小さじ１

　　　酢……………………………大さじ２

　　　醤油、あらびきブラックペパー……………各少々

オリーブ油…………………………大さじ３

繋ほうれん草と小松菜は別々にゆで、きっ
ちりしぼり３～４ｃｍに切る。

罫ピーマンは種をとって輪切りにし、軟白
ねぎは細い千切りにしてともに水にさらす。

茎ガーリックトーストとサラミソーセージ
は薄く切る。

荊ソースは合わせたＡにオリーブ油を少し
ずつ加えて混ぜ合わせる。

蛍繋～茎を盛り付け、荊のソースをかける。

春のグリーンサラダ キャロットゼリー

Ａ

【キャロットゼリー】

にんじんジュース…２５０ ｍl
グラニュー糖……大さじ２
粉ゼラチン……………５ｇ

材料４人分　　　　　　  エネルギー１人１７２kcal

繋【キャロットゼリー】はにんじんジュースにグ
ラニュー糖を入れて火にかけ、温まってグラ
ニュー糖が溶けたら火を止め、粉ゼラチンを入れ
て溶かす。

罫繋を鍋ごと氷水につけ、ややとろみがついてき
たら型に流して、冷やし固める。

茎【ミルクゼリー】は牛乳とグラニュー糖を合わ
せて火にかけ、グラニュー糖が溶けたら火を止め、
粉ゼラチンを入れ、溶けてから生クリームを入れ
る。

荊茎を氷水で十分冷やし、キャロットゼリーの上
に静かに流し入れて、冷やし固める。

蛍でき上がりにミントの葉を飾る。（キャロットゼ
リーを少し残して、トッピングしても良い）

【キャロットゼリー】

にんじんジュース…２５０ ｍl
グラニュー糖……大さじ２
粉ゼラチン……………５ｇ

【ミルクゼリー】

牛乳……………………３００ ｍl
グラニュー糖……………４０ｇ
粉ゼラチン………………５ｇ
生クリーム（植物性でも可）
　　　　　　　　…大さじ２
ミントの葉（飾り用）…適量

旬の野菜を使ったオムカレーのサイドメニューレシピ虚

ほうれん草
甘味が合って、やわらかく、栄養価が高くて消化が良いです。
カロテンが非常に多く、ビタミンC、鉄、カリウムなどに富み
ます。鉄の吸収を助けるビタミンCと葉酸が含まれていること
から貧血予防に役立ちます。

今
月
の
野
菜
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春
ベ
ス
ト
ひ
と
つ
増
や
し
て
旅
鞄

岩
田
　
美
雪

も
が
り
ぶ
え
眠
れ
ぬ
夜
の
闇
を
呼
ぶ

保
田
　
貞
子

 按
  摩
  器
 の
 足
  許
 ぬ
く
し
 日
  脚
 の
ぶ

あ
ん
 
ま
 

き
 

あ
し
 も
と
 

ひ
 
あ
し

及
川
　
佳
寿

春
雲
や
 帰
  心
 ふ
く
ら
む
母
の
文

き
 
し
ん

東
　
　
弘
子

水
の
上
花
穂
ゆ
ら
す
や
猫
柳

橘
　
　
千
祥

卒
業
の
空
の
映
れ
る
ピ
ア
ノ
か
な

中
田
　
通
子

玉
葱
の
芯
が
ひ
ご
と
に
膨
ら
み
て

春
を
待
て
ず
に
 厨
 で
芽
吹
く

ち
ゅ
う

杉
本
　
和
子

如
月
の
惜
し
げ
な
く
降
る
通
ひ
道

挑
む
除
雪
に
湯
気
た
つ
軍
手

朽
木
　
北
峰

絵
具
で
は
こ
の
空
の
色
つ
く
れ
な
い

吸
ひ
込
ま
れ
そ
う
に
た
だ
眺
め
を
り

山
内
　
千
代

卒
業
の
若
き
瞳
の
輝
き
て

碧
す
む
空
に
強
く
は
ば
た
け

吉
田
　
久
子

か
た
は
ら
に
亡
夫
の
寝
息
き
こ
へ
ゐ
て

夢
か
う
つ
つ
か
手
を
の
べ
て
見
ぬ

佐
々
木
　
緑

■「明日はお前だ」。富良野スキー場で行われた
全国高校選抜スキー大会の大回転競技で優勝し
た武田くんが佐藤くんに言った一言。そして次の
日、佐藤くんは回転競技で見事優勝した…くぅ
カッコ良すぎるぜ！いいなぁ青春。爽やかな２人
に元気をもらいました。ところで「ふらの青年塾」
が第一期塾生を募集しています。青春再び涯（し）

編集

後記

■就職・入学のシーズンですね。４月１日から
市役所にも新しい職員が入ってきます。同時に
人事異動があり、一喜一憂する時季でもありま
す。「人間万事塞翁が馬」という故事が示すとお
り、良くなるか悪くなるかもわからない将来に
一喜一憂せず、日々何事にも「ありがとう」の
気持ちで！と自分に言い聞かせています。（う）

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・

工作など）を募集しています。自薦・他薦は問いませ

んので、たくさんの応募をお待ちしています。

応募、問い合わせは･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

「ストーンクラフト」

星 　智 さん（末広町）

趣味の幅を広げようと受け

た講座をきっかけに始めま

した。「キャッツアイ（猫目

石）」などの天然石の魅力に

はまっています。妻や孫娘、

知り合いなどにプレゼント

するのも楽しみの一つです。


